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のばそう   健康寿命
七里岩が国の登録記念物に！

韮崎市吹奏楽団
第30回定期演奏会
6月13日：東京エレクトロン韮崎文化ホール



で
日
常
生
活
に
制
限
の
あ
る
生
活

を
す
る
期
間
）
は
、
男
性
が
約
9

年
、
女
性
が
約
12
年
と
決
し
て
短

く
は
な
く
、
徐
々
に
そ
の
差
が
広

が
っ
て
い
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
健
康
寿
命
を
延
ば
し
て
、
こ
の

「
不
健
康
な
期
間
」を
で
き
る
だ
け

短
く
し
、
健
や
か
で
心
豊
か
な
生

活
を
継
続
し
て
送
る
た
め
に
は
、

生
活
習
慣
病
の
発
症
や
重
症
化
を

予
防
し
、
い
つ
ま
で
も
健
康
を
維

持
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
の

た
め
に
は
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
の
ベ
ー
ス
と
な
っ
て
い

る
内
臓
脂
肪
を
減
ら
す
こ
と
が
必

要
で
あ
り
、
そ
の
原
因
と
な
る
運

動
不
足
や
食
べ
過
ぎ
と
い
っ
た
不

健
康
な
生
活
習
慣
の
改
善
、
そ
し

て
な
に
よ
り
意
識
改
革
が
不
可
欠

で
す
。

　
生
活
習
慣
を
改
善
す
る
ポ
イ
ン

ト
と
し
て
、1
に
「
運
動
」、2
に

「
食
事
」、と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。そ

れ
ら
に
つ
い
て
次
ペ
ー
ジ
で
分
か

り
や
す
く
ご
紹
介
し
ま
す
。

近
年
の
医
療
の
進
歩
や
生
活

環
境
の
改
善
な
ど
に
よ
り
、

平
均
寿
命
が
延
び
て
い
ま
す
。
そ

の
一
方
で
、
生
活
習
慣
の
変
化
な

ど
に
よ
り
、
が
ん
、
糖
尿
病
、
脳

血
管
疾
患
な
ど
の
生
活
習
慣
病
が

増
加
し
、
高
齢
化
が
進
む
中
、
健

康
な
状
態
で
質
の
高
い
生
活
が
で

き
な
く
な
る
人
が
増
え
る
こ
と
が

心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
が
、
健
康
で
生

き
る
喜
び
を
感
じ
な
が
ら
、
住
み

慣
れ
た
地
域
で
自
立
し
て
暮
ら
す

た
め
に
は
、
健
康
な
状
態
で
生
活

で
き
る
期
間
、
い
わ
ゆ
る
「
健
康

寿
命
」
を
延
ば
す
こ
と
が
重
要
と

な
っ
て
き
ま
す
。

　
市
で
は
「
健
康
寿
命
」
の
延
伸

を
図
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
健
康

で
生
き
る
喜
び
を
感
じ
ら
れ
る
長

寿
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
、
楽

し
み
な
が
ら
「
食
生
活
の
改
善
」

や
「
運
動
習
慣
の
定
着
」
な
ど
の

健
康
づ
く
り
に
取
り
組
め
る
よ
う
、

工
夫
を
凝
ら
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
事

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
に
も
、
ぜ
ひ
と

も
こ
う
し
た
機
会
を
活
用
し
、

日
々
の
食
事
や
運
動
な
ど
生
活
習

慣
を
見
直
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

　
い
つ
ま
で
も
元
気
で
過
ご
せ
る

よ
う
、
健
康
づ
く
り
に
一
緒
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

健
康
寿
命
と
は
？

　
「
健
康
寿
命
」
と
は
、「
健
康
上

の
問
題
で
日
常
生
活
が
制
限
さ
れ

る
こ
と
な
く
生
活
で
き
る
期
間
」

の
こ
と
で
、
世
界
保
健
機
関

（
W
H
O
）で
も
新
た
な
指
標
と
し

て
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
従
来
の
指
標
で
あ
っ
た
「
平
均

寿
命
」
に
は
、
寝
た
き
り
や
認
知

症
な
ど
を
患
っ
て
介
護
が
必
要
と

な
る
期
間
も
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

日
本
の
平
均
寿
命
は
世
界
有
数
の

長
さ
で
あ
る
一
方
、
健
康
寿
命
と

の
差
（
つ
ま
り
、
健
康
上
の
問
題

韮崎スポーツクラブで気持ちの良い汗を流しています。
6月 10日：パワーヨガスクールの皆さん (市営総合体育館 )

い
つ
ま
で
も
、自
分
ら
し
く
生
き
る
た
め
に

の
ば
そ
う

健
康
寿
命

特  集
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運

　動

　
日
頃
か
ら
体
を
動
か
す
習
慣
を

身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。
適
度
な
運

動
を
行
う
こ
と
で
、
消
費
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
増
加
や
身
体
機
能
が
活
発

化
し
て
血
糖
や
脂
質
の
消
費
量
が

増
え
、
内
臓
脂
肪
が
つ
き
に
く
く

な
り
ま
す
。
そ
の
結
果
、
血
糖
値

や
脂
質
異
常
、
高
血
圧
が
改
善
さ

れ
て
生
活
習
慣
病
の
予
防
に
つ
な

が
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
高
齢
者
の
方
に
と
っ
て

は
、
体
力
や
身
体
機
能
の
向
上
に

よ
り
転
び
に
く
く
な
る
な
ど
、
介

護
予
防
の
効
果
も
あ
り
ま
す
。

改
善
の
ヒ
ン
ト

　
1
日
の
生
活
の
様
々
な
場
面
で
、

今
よ
り
10
分
身
体
を
動
か
す
時
間

を
増
や
し
ま
せ
ん
か
。
機
会
を
少

し
ず
つ
見
つ
け
て
、
1
日
60
分
を

目
標
に
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

明
日
か
ら
で
き
る
運
動
例

①�

近
所
で
の
買
物
の
移
動
手
段
を　

自
転
車
や
徒
歩
に
替
え
る
。

②�
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
エ
ス
カ
レ
ー　

タ
ー
で
は
な
く
、
階
段
を
極
力　

使
用
す
る
。

③�

犬
の
散
歩
を
少
し
長
め
に
し
て　

み
る
。　

仲
間
と
一
緒
に
ス
ポ
ー
ツ

　
趣
味
な
ど
で
行
う
ス
ポ
ー
ツ
を

休
日
に
行
う
の
も
お
す
す
め
で
す
。

サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど
で
人
と
の
つ

な
が
り
が
出
来
る
と
楽
し
さ
も
増

し
継
続
し
や
す
い
で
す
。

歩
数
計
も
活
用

　
最
近
の
歩
数
計
は
記
録
も
で
き

る
な
ど
、
高
性
能
に
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
携

帯
電
話
で
も
、歩
数
計
の
機
能
が
利

用
で
き
る
機
種
も
あ
る
の
で
、歩
数

計
を
活
用
し
、毎
日
の
歩
数
を
記
録

す
る
と
励
み
に
も
な
り
ま
す
。

食

　事

　
食
べ
過
ぎ
や
欠
食
な
ど
の
不
規

則
な
食
生
活
は
内
臓
脂
肪
を
た
め

る
原
因
と
な
る
た
め
、
食
生
活
の

改
善
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
肉
な
ど
の
動
物
性
た
ん

ぱ
く
質
や
脂
質
の
多
量
な
摂
取
、

野
菜
不
足
、
塩
分
・
糖
分
の
摂
り

す
ぎ
な
ど
も
、
様
々
な
生
活
習
慣

病
の
発
症
に
関
連
が
あ
る
と
も
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

改
善
の
ヒ
ン
ト

①�

バ
ラ
ン
ス
良
く
、
3
食
き
ち
ん　

と
食
べ
る
。

②�

油
を
使
っ
た
料
理
は
な
る
べ
く　

控
え
る
。

③
野
菜
を
多
く
食
べ
る
。

④
食
塩
摂
取
は
控
え
め
に
す
る
。

⑤�

お
酒
や
お
菓
子
は
適
度
に
楽　

し
く
を
心
が
け
る
。

⑥�

外
食
や
コ
ン
ビ
ニ
で
は
、
エ
ネ　

ル
ギ
ー
表
示
を
見
る
習
慣
を
つ　

け
る
。
1
日
の
総
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
1
／
3（
6
0
0
～
7
0
0

キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
）
を
目
安
に
選

ぶ
。

⑦�

牛
乳
は
大
切
な
カ
ル
シ
ウ
ム
源　

な
の
で
、
そ
の
ま
ま
飲
ま
な
く　

て
も
、
料
理
に
使
っ
た
り
、
他

の
乳
製
品
で
補
っ
た
り
す
る
と

良
い
。

上手な減塩のコツ

ワンポイントアドバイス
　運動は健康への第一歩です。そこで日頃から本市の
スポーツ事業の推進に尽力されている、スポーツ推進
委員の金丸光太郎さんに、運動をするうえでの注意点
を伺ってみました。

「無理をしないで、継続することが大切」
①�事故の予防と運動の疲労を　
軽減するために、準備運動と整
理運動を必ず行いましょう。�
②�現在、膝痛や腰痛など整形外科
的な障害で通院している人は、
主治医や運動指導の専門家と
相談してから始めましょう。運
動中や運動後に強い痛みが生
じた場合には、ただちに運動を
中断してください。�

③�血圧の高い人は十分に注意してください。運動前に　
血圧と体調をチェックし、体調が優れない場合は運
動を中止してください。�
④�その日の体調にあわせて、行う運動の量や強度を調　
節しましょう。�
⑤�夏場に屋外や屋内でも気温の高い場所で運動する場
合には、脱水症状や熱中症を起こさないよう、運動
前や運動中、運動後に水分をとりましょう。�
⑥�服装は気候にあわせ、体が自由に動くものを。靴は、
膝や足関節に負担のかからないようなスポーツ
シューズをおすすめします。�

食生活改善推進員会　TUNAGUリーダー講習会
塩分チェックの様子
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平
成
25
年
に
実
施
さ
れ
た「
山

梨
県
の
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す

る
意
識
・
活
動
調
査
」
に
よ
る
と

週
1
～
3
回
以
上
運
動
を
す
る
方

が
増
加
傾
向
に
あ
る
一
方
で
、
全

く
運
動
を
し
な
い
方
の
率
が
全
国

で
は
低
下
傾
向
に
あ
る
に
も
関
わ

ら
ず
、
山
梨
県
は
増
加
傾
向
に
あ

る
と
い
う
結
果
が
出
ま
し
た
。
ま

た
、
全
く
運
動
を
し
な
い
と
回
答

し
た
方
の
う
ち
、「
運
動
を
し
た
い

が
す
る
機
会
が
な
い
」
と
約
6
割

の
方
が
回
答
し
た
と
い
う
結
果
も

出
て
い
ま
す
。

　
本
市
で
は
、
こ
う
し
た
方
々
に

少
し
で
も
体
を
動
か
す
機
会
に
触

れ
て
い
た
だ
く
た
め
、
運
動
の
中

で
も
気
軽
に
始
め
る
こ
と
が
で
き

る
「
歩
く
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
健

康
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

☆
に
ら
さ
き
い
き
い
き	

	

　
　
　
　
　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　
日
頃
運
動
を
す
る
機
会
が
な
い
、

肥
満
が
気
に
な
る
、
正
し
い

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ス
タ
イ
ル
を
学
び

た
い
、
仲
間
と
一
緒
に
気
軽
に

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
し
た
い
と
い
っ
た

方
の
た
め
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ

ン
ト
で
、
地
域
の
自
然
や
文
化
財

な
ど
を
巡
り
な
が
ら
歩
き
ま
す
。

　
5
月
23
日
に
は
、
約
80
名
の
方

の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
、
晴
天
の

も
と
円
野
町
内
約
5
キ
ロ
を
歩
き
、

心
地
よ
い
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
し
な
が
ら
地

域
の
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る

ほ
か
、ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
後
に
は
、ス

ポ
ー
ツ
推
進
委
員
に
よ
る
歩
き
方

の
指
導
や
、
食
生
活
改
善
推
進
員

に
よ
る
健
康
食
の
試
食
会
も
実
施

す
る
な
ど
、
充
実
し
た
内
容
に
参

加
者
か
ら
も
大
変
好
評
を
得
て
い

ま
す
。

　
今
年
度
あ
と
2
回
の
実
施
予
定

で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

今
後
の
開
催
概
要
（
予
定
）

第
2
回　
11
月
28
日
（
土
）

　
　
　
　
コ
ー
ス　
穂
坂
町
内

第
3
回　
来
年
3
月
12
日
（
土
）

　
　
　
　
コ
ー
ス　
藤
井
町
内

※�

詳
細
は
次
号
以
降
の
広
報
に
ら　

さ
き
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
保
健
課
保
健
指
導
担
当

�

☎
2
3
‒
4
3
1
0

充
実
し
た
メ
ニ
ュ
ー
が
魅
力 	

韮
崎
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

「
N
P
O
法
人
韮
崎
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
」
で
は
、
年
間
を
通
し
て
市

民
の
皆
さ
ん
の
健
康
づ
く
り
の
サ

ポ
ー
タ
と
し
て
活
動
し
て
い
ま

す
。　
ス
ク
ー
ル
25
コ
ー
ス
、サ
ー

ク
ル
5
コ
ー
ス
の
う
ち
ど
れ
で
も

ご
都
合
に
合
わ
せ
て
参
加
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
健
康
な
体
を
作
っ
て
ス
ポ
ー
ツ

ラ
イ
フ
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

　
ご
入
会
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

■
問
い
合
わ
せ

　
韮
崎
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

�

☎
2
1
‒
2
2
5
5

※
関
連
記
事　
P
14

ウォーキングで心も体も健康に！
　今回で 3回目の参加になります。以
前からメタボなど健康面が気になって
おり、退職を機にウォーキングを始め、
毎日 1 ～ 2 時間程度歩いています。
ウォーキングを通して人との交流が生
まれたりして、身体だけでなく、気持
ちの面でも健康になったと思います。

初秋の穂坂路を歩こう！
穂坂ぶどう郷ウォーキング参加者募集
　太陽の里・穂坂町を巡る 10㎞・15㎞の 2つ
のコースのウォーキングイベントに参加して健
康づくりをしませんか。
■開 催 日　9月 6日 ( 日 )
■申込開始　7月 10日（金）から
■参 加 料　1,000 円
■申込方法
◇�直接申込／市営体育館又は市役所 2階教育課
に参加料を持参し直接お申し込みください。
◇�郵便振替／市役所、市営体育館に備え付けの
申込用紙に必要事項を記入のうえ、参加料を
お振込みください。【振込手数料は個人負担　
※振込期限 8月 14日（金）】
※�申し込み後の取り消しや当日不参加の場合、
参加料の返金はできません。

■問い合わせ　教育課スポーツ振興担当
　（市営体育館内）☎ 22-0498

歩
い
て
の
ば
す

あ
な
た
の
健
康
寿
命
!!

5 月 23日開催のいきいきウォーキングの様子

山邉和夫さん
（穂坂町）

特 集
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元気で長生きするためには、生活習慣病を予防するだけでは、十分ではありません。「老化」を積極的に予
防する必要もあります。

　本市では、65歳以上のどなたでも気軽に参加できる「介護予防のための教室」と生活機能評価質問票（基
本チェックリスト）（注）の結果から生活機能の低下が認められた方向けの「介護予防プログラム」を実施して
いますので、ぜひご活用いただき介護予防に努めましょう。

注：生活機能評価質問票（基本チェックリスト）
　　�介護予防の推進のため、65歳以上の皆さんの生活機能や健康状態を把握するための質問票

■問い合わせ　保健課介護支援担当　☎ 23-4313

内　　容 場　　所 備　　考
自主活動いきいき
貯筋クラブ シニア健康サポーターが中心となり健康体操をします。

各町公民館

各町で開催日程が異なる。詳細は声の広報ま
たは保健課まで

いきいき
貯筋クラブ

健康運動指導士の指導により介護予防のための健康体操
を行います。

詳しい日程は広報・回覧板でお知らせ健口教室 歯科衛生士による口の健康法の話や口の体操を行います。
シルバー
クッキング教室

管理栄養士による健康食の話や実際に調理をしながら健
康食について学びます。

いきいき
ほっとサロン

75歳以上の方、65歳以上の 1人暮らしの方を対象に、
各地区公民館でふれあいの場を提供します。 韮崎市社会福祉協議会　22-6944

介護支援
ボランティア

ボランティア事業を通じて社会参加し、自身の介護予防
を図ります。※事前に研修の受講を行います。 各受入施設

ご自身の都合に合わせて活動可。
活動に対しポイントがつき現金に換金可
社会福祉協議会　22-6944

脳若返り教室 iPad を使った認知症予防の脳トレーニング教室です。 詳しくは、広報でお知らせ

もの忘れ相談 もの忘れが気になる方やその家族の相談、もの忘れの予
防法や生活改善について相談に応じます。

もの忘れ
相談センター

第 2火曜日　9：30～ 16：00�
※�相談日以外でも受付可
　もの忘れ相談センター　23-4464

健康相談健康講座 健康についての相談にお答えします。要望があれば健康
講座を開催します。

地域包括
支援センター 随　時

ウォーキング教室 運動する機会のない方、体力をつけたい方など気軽に参
加できるウォーキング教室です。 市　内 詳しい日程は広報でお知らせ

老壮大学 クラブ活動・各種教室・講演会等を開催し、生涯学習の
場及び生きがいづくりの場を提供します。 ニコリ 詳しい日程は広報または社会福祉協議会へ問

い合わせ　社会福祉協議会　22-6944

内　　容 場　　所 備　　考

筋力向上教室A
筋力向上教室 B

理学療法士の指導により筋力低下予防の体操やス
トレッチ・トレーニングなどを行います。(無料 ) 保健福祉センター

A：火曜日・木曜日
B：水曜日・金曜日
13：30～ 14：30

送迎あり
各教室定員 11人

あさひクラブ 作業療法士の作成したプログラムに沿って集団体
操や器具を用いての運動を行います。(無料 ) あさひホーム 水曜日 10：00～

11：15
送迎あり
定員 5人

ひまわり畑 介護職員による支援のもと、手芸・ゲーム・脳ト
レ・踊り・歌など楽しい時間を過ごせます。

穂坂町
コミュニティ
センター

10:00 ～ 15:00
※昼食おやつ有

送迎あり
定員 25人
自己負担有�1回800円

道草クラブ　
(釜無川すじコース)
道草クラブ　
(塩川すじコース )

軽い運動・脳の活性化のための趣味活動・レクリ
エーションなどを行います。(無料 )

愛の家グループ
ホームにらさき

釜無川すじコース
火曜日
塩川すじコース
水曜日
14：00～ 15：30

送迎あり
各コース定員 6人

健口アップ訪問 歯科衛生士が訪問し、口の中の健康を保つための
指導や、お手入れの方法を指導します。

訪　問

歯科衛生士と日程調
整を行う

無　料訪問指導

訪問看護師が訪問し、外出するのがむずかしい方
には家でできる筋力向上のトレーニング等を行い、
閉じこもりがちな方には社会参加を促す働きかけ
を行い、生活全般の活性化の支援を行います。

訪問看護師と日程調
整を行う

栄養改善訪問
管理栄養士が訪問し、普段の食生活の見直しやバ
ランスのとれた食生活の改善に向け、食事内容の
工夫や調理方法等の支援を行います。

月1回　4ヶ月間実施　
管理栄養士・保健師と
日程調整を行う

☆介護予防のための教室（どなたでも気軽に参加できるメニュー）

☆介護予防プログラム（生活機能の低下が認められた方のメニュー）

介護予防で健康寿命をのばそう！特 集
のばそう
健康寿命
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生
活
習
慣
病
予
防
は

健
診
を
受
け
る
こ

と
か
ら
は
じ
ま
り
ま
す
。

そ
の
結
果
か
ら
、
ど
の
よ

う
な
生
活
改
善
を
し
て
い

け
ば
良
い
か
が
分
か
り
ま

す
。
健
康
寿
命
を
延
ば
し

元
気
に
暮
ら
す
た
め
に
も
、

定
期
的
に
健
康
診
断
を
受

け
ま
し
ょ
う
。

☆
市
で
は
、
７
月
よ
り
総

合
健
診
（
特
定
健
診
・
各

種
が
ん
検
診
）
を
実
施
し

ま
す
。

　
対
象
者
に
は
７
月
上
旬

に
「
健
診
キ
ッ
ト
」
を
送

付
し
ま
す
。

　
過
去
３
年
間
に
市
の
総

合
健
診
を
受
け
た
こ
と
の

な
い
方
や
新
た
に
健
診
を

受
け
る
方
は
、
受
診
日
の

一
週
間
前
ま
で
に
、
保
健

課
で
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

種　類 対象者 金額 備　考

特定健診（基本健診）

① 25歳～ 39歳�
② 40歳以上74歳以下の国保加入者�
③ 40歳以上 74歳以下の国保以外の
　保険の被扶養者�
④ 75歳以上

1,500 円�
70 歳以上は無料�
③の方は加入している保険に
よって金額が異なります。

肝炎ウイルス検査 40歳以上の方で、過去に
受診していない方 500円　70歳以上は無料 詳細は P8を参照してください。

骨粗しょう症検査 40、45、50、55、60、
65、70歳の女性 1,000 円　70歳は無料

歯科健診 25歳以上の方 無料 日程はP7を参照してください。

胃がん検診 40歳以上の方 1,000 円　70歳以上は無料

肝がん検診 25歳以上の方 1,000 円　70歳以上は無料

●子宮がん�
　　　検診

頸部 20歳以上の女性 2,000 円　70歳以上は無料

詳細は４月号P6を参照してください。
頸体部 医師の判断により検診が必要と

認められた方
2,800 円（内800円は医療機
関へ支払）70歳以上は無料

●乳がん�
　　検診

視触診＋エコー 25～ 39歳　�
40 歳以上の偶数歳の女性 1,000 円　70歳以上は無料

視触診＋マンモグラフィー 41歳以上の奇数歳の女性

肺
が
ん
検
診

胸部レントゲン検診（※１） 25歳以上の方 500円　70歳以上は無料 ※１　胸部レントゲン・CTの両方
を受診することはできません。
日程は P7を参照してください。CT検診（※１） 40歳以上の方 2,000 円

●喀たん検査 40歳以上の方で喫煙指数 600以上 1,000 円　70歳以上は無料 喫煙指数とは�
1 日の喫煙本数×喫煙年数

大腸がん検診 25歳以上の方 500円　70歳以上は無料 詳細は P8を参照してください。

前立腺がん検診 50歳以上の男性 500円　70歳以上は無料

各種検診（健診）のご案内 年齢は平成 28年 3月 31日現在です。　●印の検査は、別日程で行います。

特 集
のばそう
健康寿命

※注意　被扶養者の方
で、韮崎市の特定健診
を受診する場合、「特
定健診受診券」が必要
です。受診券の発行や
受診方法などは、加入
している医療保険へお
問い合わせください。

市の一般健診を受診
する場合、39歳以下
の被扶養者は受診券は
不要です。

後期高齢者医療保険

市の国保以外
（会社の保険など）

市の国保 市の一般健診
1,500円

会社などの一般健診
または、市の一般健診

市の特定健診
1,500円（70歳以上は無料）

会社などの特定健診
※注意

市の一般健診
無料

加入している保険に関係なく、総合健診会場でがん検診を受診することができます。
※年齢については下記表をご覧ください。

市の国保以外
（会社の保険など）

市の国保

人間ドックと総合健診の
両方は受診できません！

各種がん検診を
受診したい場合は？

人間ドックを受診し
たい場合は？？

市の国保加入者で
40歳～74歳のみ
（平成28年3月31日現在）

別途料金がかかります
【補助があります】
公費負担��男性�23,000円

女性�28,000円

≪総合健診を受けずに≫
保健課に申込み

12月11日まで受付中

あなたの受ける
健診はこれ！！健康保険の種類は？年齢は？

（平成27年3月31日現在）

同時にがん検診も
受けられます。
※年齢などの条件あり

25歳～39歳の方

40歳～74歳の方

75歳以上の方

総
合
健
診
で
健
康
寿
命
を
の
ば
そ
う
!!
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●
健
診
時
の
託
児
を
実
施

　
子
育
て
中
の
若
い
世
代
の
方
に

も
安
心
し
て
受
診
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
健
診
時
に
愛
育
班
員
・

保
育
士
が
託
児
を
行
い
ま
す
。

　
昨
年
度
は
57
名
の
利
用
が
あ
り

ま
し
た
。
今
年
も
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

■
対
象
年
齢

　
６
ヶ
月
以
上
～
小
学
３
年
生
以
下

■
実
施
会
場

　
下
記
日
程
表
「
託
児
」
欄
の

　
○
印
の
み
実
施

■
ご
利
用
の
方

　

�

事
前
に
保
健
課
保
健
指
導
担
当

（
☎
２
３
‒
４
３
１
０
）ま
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
該
当
地
区
の
実
施
日
に	

　
受
診
で
き
な
い
場
合

　
該
当
地
区
以
外
の
日
に
も
受
診

で
き
ま
す
。
な
お
、
変
更
の
連
絡

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　
た
だ
し
、
乳
が
ん
検
診
を
予
約

さ
れ
て
い
る
方
で
変
更
が
生
じ
た

場
合
は
保
健
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

●
受
診
の
結
果
に
つ
い
て

　
健
診
受
診
日
よ
り
約
一
か
月
後

に
健
診
結
果
報
告
会
を
開
催
し
ま

す
。
対
象
の
方
に
は
通
知
を
お
送

り
し
ま
す
の
で
、
必
ず
ご
出
席
く

だ
さ
い
。

各地区健診日程表 肺がん検診（ＣＴ検診）、歯科健診、乳がん検診、託児は指定日（○印）のみの実施になります。

乳がん検診は他の日程も予定しておりますので、詳しくは保健課健康増進担当までお問い合わせください。

健診日 地区・場所 受付時間 対象地区・送迎ワゴン 肺CT 歯科
健診 託児 乳がん

7月14日（火）地区 円野 8：00～10：30 円野町 ○場所 つぶらの会館

7月15日（水）地区 清哲 8：00～10：30 清哲町 ○場所 清哲会館

7月16日（木）地区 神山 8：00～10：30 神山町 ○場所 神山体育館

7月17日（金）地区 旭 8：00～10：30 旭町 ○場所 旭体育館

7月18日（土）地区 韮崎 8：00～10：30 韮崎 ○ ○場所 保健福祉センター

7月19日（日）地区 韮崎 8：00～10：30 韮崎 ○ ○ ○場所 保健福祉センター

7月26日（日）地区 全体 8：00～10：30 未受診者 ○ ○ ○場所 保健福祉センター

7月29日（水）
地区 藤井

8：15～10：30 藤井町 ○ ○ ○場所 東京エレクトロン
韮崎文化ホール

7月30日（木）
地区 中田・穴山

8：15～10：30

穴山町　※送迎ワゴン車有
　　7：30　重久公民館　→　7：35　穴山デイサービス
→　7：40　石水公民館　→　7：45　伊藤窪公民館
→　7：50　久保公民館 ○ ○ ○

中田町　※送迎ワゴン車有
→　8：10　小田川公民館　→　8：15　ゆ～ぷる駐車場
→　8：20　中田公民館　　→　8：25　新府駅

場所 東京エレクトロン
韮崎文化ホール

7月31日（金）
地区 全体

8：15～10：30 未受診者 ○ ○ ○ ○場所 東京エレクトロン
韮崎文化ホール

10月 6日（火）地区 龍岡 8：00～10：30 龍岡町 ○場所 龍岡体育館

10月 7日（水）
地区 大草

8：00～10：30 大草町 ○場所 大草ふれあいセン
ター

10月 8日（木）地区 穂坂 8：00～10：30 穂坂町 ○場所 勤労青年センター

10月17日（土）地区 全体 8：00～10：30 未受診者 ○ ○場所 保健福祉センター

10月18日（日）地区 全体 8：00～10：30 未受診者 ○ ○ ○場所 保健福祉センター

10月22日（木）
地区 全体

8：15～10：30 未受診者 ○ ○ ○場所 東京エレクトロン
韮崎文化ホール

10月23日（金）
地区 全体

8：15～10：30 未受診者 ○ ○ ○ ○場所 東京エレクトロン
韮崎文化ホール

10月24日（土）地区 全体 8：00～10：30 未受診者 ○ ○場所 保健福祉センター

10月25日（日）地区 全体 8：00～10：30 未受診者 ○ ○ ○場所 保健福祉センター

11月14日（土）地区 全体 8：00～10：30 未受診者 ○ ○場所 保健福祉センター
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国
保
が
支
え
る
安
心
社
会

所得割 資産割 均等割
（1人あたり）

平等割
（1世帯あたり） 賦課限度額

医療分 7.0% 25.0% 24,700円 21,200円 520,000円

後期高齢者
支援金分 2.7% 7.0% 7,900円 8,600円 170,000円

介護分 2.5% 7.0% 9,500円 7,200円 160,000円

平成27年度の税率・限度額

※介護分は、40歳～64歳の方のみ
※一定の所得以下の世帯は、均等割・平等割が最大7割軽減されます。（申請は不要です。）

※年齢は平成27年４月１日現在です。

　
「
平
成
27
年
度
国
民
健
康
保
険

税
の
納
税
通
知
書
」
を
、
7
月
中

旬
に
世
帯
主
宛
に
郵
送
し
ま
す
。

※
世
帯
主
が
社
会
保
険
等
に
ご
加

入
の
場
合
で
も
、
同
じ
世
帯
に
国

保
に
加
入
し
て
い
る
方
が
い
る
場

合
に
は
、
世
帯
主
名
義
で
通
知
し

ま
す
。

　
平
成
27
年
度
の
保
険
税
額
・
限

度
額
は
、
表
1
の
と
お
り
で
す
。

離
職
さ
れ
た
方
は
軽
減
さ
れ
ま
す　

　
倒
産
、
解
雇
、
雇
い
止
め
な
ど

で
離
職
し
、
国
民
健
康
保
険
に
加

入
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、
前
年

給
与
所
得
を
1
0
0
分
の
30
と

し
て
所
得
割
が
算
定
さ
れ
ま
す
。

　
軽
減
を
受
け
る
に
は
申
請
が
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
、
市
民
課
国

保
医
療
担
当
窓
口
で
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

■
対
象
と
な
る
方

　
次
の
①
～
③
の
全
て
の
条
件
を

満
た
す
者

①�

平
成
21
年
3
月
31
日
以
降
に
離　

職
し
た
方

②�

離
職
日
現
在
で
65
歳
未
満
の
方

③�

雇
用
保
険
の
失
業
等
給
付
を
受

け
る
方
で
、
雇
用
保
険
受
給
資

格
者
証
の「
離
職
理
由
コ
ー
ド
」

　
節
目
年
齢
の
方
を
対
象
に
、
検

診
の
自
己
負
担
金
免
除
に
よ
る
大

腸
が
ん
検
診
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検

診
を
市
の
総
合
健
診
会
場
で
実
施

し
ま
す
。

●
大
腸
が
ん
（
便
潜
血
）
検
診

　
大
腸
が
ん
は
早
期
に
発
見
し
て

治
療
す
れ
ば
、
ほ
ぼ
治
癒
が
可
能

で
す
。
下
表
の
対
象
者
に
は
、「
無

料
ク
ー
ポ
ン
券
」と「
検
診
手
帳
」

を
7
月
上
旬
に
郵
送
し
ま
す
。
ま

た
、「
検
診
に
必
要
な
キ
ッ
ト
」
は

国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い

る
方
や
過
去
3
年
以
内
に
総
合
健

診
の
受
診
歴
が
あ
る
方
に
、
健
診

の
案
内
と
と
も
に
7
月
上
旬
ま
で

に
郵
送
し
ま
す
。

　
右
記
以
外
の
方
で
、
受
診
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
保
健
課
に
電
話

で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

■ 

持
物　
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
・
検

便
・
保
険
証

●
肝
炎
ウ
イ
ル
ス（
血
液
）検
診

　

肝
臓
の
病
気
で
あ
る
肝
炎
は
、

ウ
イ
ル
ス
に
よ
っ
て
起
こ
る
も
の

が
あ
り
ま
す
。
肝
炎
に
な
る
と
肝

臓
の
細
胞
が
壊
れ
、
肝
臓
の
働
き

を
悪
く
し
ま
す
。�

下
表
の
対
象
者

に
は
、「
受
診
勧
奨
の
通
知
」
を
7

月
上
旬
ま
で
に
郵
送
し
ま
す
。

※�

な
お
、通
知
が
届
い
た
方
で
、過　

去
に
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
を
受

診
（
市
の
総
合
健
診・勤
め
先
の

人
間
ド
ッ
ク・出
産
時
な
ど
）
さ

れ
た
こ
と
が
あ
る
場
合
は
、今
回

の
受
診
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

■
実
施
日
・
場
所

　

�

前
ペ
ー
ジ
「
各
地
区
総
合
健
診

日
程
表
」
参
照

■
持
物　
受
診
勧
奨
通
知
・
保
険
証

■
問
い
合
わ
せ

　
保
健
課
保
健
指
導
担
当

　

�
☎
2
3
‒
4
3
1
0　
　

が
（
11
、
12
、
21
、
22
、
23
、
31
、

32
、
33
、
34
）
に
該
当
す
る
方

■
申
請
に
必
要
な
も
の

・
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証

・
印
鑑

国
民
健
康
保
険
税
額
の
お
知
ら
せ

有
効
期
限
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
方
に
発
行
し
て
い
る
「
限
度
額

適
用
認
定
証
」「
限
度
額
適
用
・

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
の
有

効
期
限
は
7
月
31
日
で
す
。

　
8
月
以
降
も
認
定
証
が
必
要
な

場
合
は
、
8
月
中
に
市
民
課
国
保

医
療
担
当
窓
口
で
更
新
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
請
に
必
要
な
も
の

・
被
保
険
者
証
・
印
鑑

・
過
去
1
年
間
の
入
院
日
数
が
90

日
を
超
え
る
場
合
は
、
入
院
日
数

の
確
認
で
き
る
医
療
機
関
発
行
の

領
収
書
等
（
住
民
税
非
課
税
世
帯

の
み
）

■
問
い
合
わ
せ

　
市
民
課
国
保
医
療
担
当

（
内
線
1
2
7
～
1
2
9・1
3
7
）

表 1

国保税の算定方法

＝国民健康保険税
（世帯の年税額）

国保加入者の所得に応じて計算します
（前年中の総所得金額等―基礎控除額
※）×税率
�〈※一人あたり 33万円）

所得割

国保加入者が韮崎市内に所有する固定
資産に応じて計算します
本年度の固定資産税（都市計画税を除
く）×税率

資産割

世帯内の国保加入者数に応じて計算し
ます
世帯内加入者数×定額

均等割

1 世帯につきいくらと計算します
1世帯×定額平等割

＋

＋

＋

大腸がん検診・肝炎ウイルス無料検診対象者
年齢 生年月日 対象検診項目
40歳 昭和49（1974）年4月2日～昭和50（1975）年4月1日 大腸がん・肝炎ウイルス
45歳 昭和44（1969）年4月2日～昭和45（1970）年4月1日 大腸がん・肝炎ウイルス
50歳 昭和39（1964）年4月2日～昭和40（1965）年4月1日 大腸がん・肝炎ウイルス
55歳 昭和34（1959）年4月2日～昭和35（1960）年4月1日 大腸がん・肝炎ウイルス
60歳 昭和29（1954）年4月2日～昭和30（1955）年4月1日 大腸がん・肝炎ウイルス
65歳 昭和24（1949）年4月2日～昭和25（1950）年4月1日 肝炎ウイルス

40
歳
以
上
の
節
目
年
齢
の
方
は

大
腸
が
ん
・
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

検
診
を
受
診
し
ま
し
ょ
う

8
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新
し
い
被
保
険
者
証
は
さ
く
ら
色
！

医
療
費
の
節
約
に
ご
協
力
を
！

　
75
歳
以
上
の
方
が
8
月
1
日
よ

り
お
使
い
い
た
だ
く
新
し
い
被
保

険
者
証
を
、
7
月
下
旬
に
簡
易
書

留
で
郵
送
し
ま
す
。

　
お
手
元
に
届
き
ま
し
た
ら
お
名

前
等
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、
医
療

機
関
で
診
療
等
を
受
け
る
際
に
ご

提
示
く
だ
さ
い
。（
現
在
お
使
い
の

証
は
、
8
月
以
降
お
使
い
に
な
れ

ま
せ
ん
の
で
、
各
自
に
お
い
て
廃

棄
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。）

　
ま
た
、
限
度
額
適
用
・
標
準
負

担
額
減
額
認
定
証
も
、
8
月
1
日

よ
り
新
し
く
な
り
、
被
保
険
者
証

と
は
別
に
郵
送
さ
れ
ま
す
。
前
年

度
交
付
を
受
け
て
い
る
方
で
今
年

度
も
適
用
要
件
（
住
民
税
非
課
税

世
帯
の
被
保
険
者
）
に
該
当
す
る

場
合
は
、
引
き
続
き
交
付
さ
れ
ま

す
。�

※
新
規
に
限
度
額
適
用
・
標
準
負

担
額
減
額
認
定
証
の
交
付
を
受
け

る
場
合
に
は
、
申
請
が
必
要
で
す
。�

保
険
料
の
算
定

　
保
険
料
は
、
被
保
険
者
そ
れ
ぞ

れ
の
前
年
中
の
所
得
に
基
づ
き
毎

年
7
月
に
算
定
さ
れ
、
7
月
中
旬

に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
年
度
途
中
に
資
格
を
取
得
さ
れ

た
方
（
75
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
た

方
や
転
入
さ
れ
た
方
等
）へ
は
、資

格
取
得
の
翌
月
に
通
知
し
ま
す
。

平
成
27
年
度
の
保
険
料
率
は
、
図

1
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。（
※
昨

年
と
同
じ
率
で
す
）

保
険
料
の
軽
減
措
置

■
均
等
割
軽
減

　
（
均
等
割
額
4
0
，4
9
0
円
）

　
軽
減
判
定
の
た
め
の
対
象
総
所

得
金
額
等
が
次
に
該
当
す
る
世
帯

の
被
保
険
者
は
、
均
等
割
額
が
図

2
の
と
お
り
に
軽
減
さ
れ
ま
す
。

■
所
得
割
軽
減

　
所
得
割
額
を
負
担
す
る
被
保
険

者
の
う
ち
、
基
礎
控
除
後
の
総
所

得
金
額
等
が
58
万
円
を
超
え
な
い

方
に
つ
い
て
は
、
所
得
割
額
が
一

律
5
割
軽
減
さ
れ
ま
す
。

■ 

被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
に
対　

 

す
る
9
割
軽
減

　
職
場
の
健
康
保
険
な
ど
の
被
扶

養
者
で
あ
っ
た
場
合
に
は
、
所
得

割
額
は
発
生
せ
ず
、
均
等
割
額
は

9
割
軽
減
さ
れ
ま
す
。

保
険
料
の
納
付
方
法
　

　
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
る
「
特

別
徴
収
」
と
、
納
付
書
や
口
座
振

替
に
よ
る
「
普
通
徴
収
」
の
2
通

り
で
す
。（
図
3
参
照
）

※
口
座
引
き
落
と
し
を
ご
希
望
の

方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

＊
市
民
課
国
保
医
療
担
当

（
内
線
1
2
7
～
1
2
9・1
3
7
）

＊
収
納
課
収
納
担
当

　
（
内
線
1
6
3
～
1
6
6
）

＊�

山
梨
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

☎
0
5
5
‒
2
3
6
‒
5
6
7
1

　
国
民
健
康
保
険
の
財
源
は
加
入

者
の
保
険
税
で
賄
わ
れ
ま
す
。
次

の
点
に
注
意
し
て
医
療
費
の
節
約

に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

■
か
か
り
つ
け
医
を
持
つ

　
紹
介
状
を
持
た
ず
に
大
病
院
で

受
診
す
る
と
、
特
別
料
金
が
加
算

さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
ま
ず

は
地
域
の
開
業
医
な
ど
、
す
ぐ
受

診
で
き
る
、
か
か
り
つ
け
医
を
持

つ
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

■
休
日
・
夜
間
の
受
診
を
控
え
る

　
休
日
や
夜
間
の
救
急
医
療
機
関

は
、
緊
急
性
の
高
い
患
者
さ
ん
の

た
め
の
も
の
で
、
医
療
費
も
高
く

設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
緊
急
時
以

外
は
、
平
日
の
時
間
内
に
受
診
す

る
こ
と
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

■
重
複
受
診
は
や
め
る

　
同
じ
疾
患
で
、
複
数
の
医
療
機

関
に
か
か
る
重
複
受
診
は
や
め
ま

し
ょ
う
。
医
療
費
が
増
加
す
る
ば

か
り
で
な
く
、
検
査
や
薬
が
重
複

す
る
こ
と
で
、
か
え
っ
て
体
に
悪

影
響
を
与
え
て
し
ま
い
ま
す
。

■
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
活
用

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
、
新

薬
と
同
等
の
効
果
が
あ
る
ほ
か
、

価
格
が
安
く
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

医
師
や
薬
剤
師
と
相
談
し
て
、
利

用
が
可
能
で
あ
れ
ば
積
極
的
に
活

用
し
ま
し
ょ
う
。

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
を
送
付

平成 27 年度の保険料率
●所得割率　7.86％　　　●均等割額　40,490 円

保険料額＝
　40,490 円＋（所得－ 33万）× 7.86％
�����（均等割額）　　　���（所得割額）
※保険料の賦課限度額は 57万円です

図 1

均等割が軽減される世帯 軽減割合

同一世帯内の
被保険者及び
世帯主の総所
得金額等が

基礎控除額（33万円）以下の世帯で、
被保険者全員に年金収入以外の所得が
なく、年金収入が 80万円以下の世帯

9割

基礎控除額（33万円）以下の世帯 8.5 割
基礎控除額（33 万円）＋｛26 万円
×被保険者数｝以下の世帯 5割

基礎控除額（33 万円）＋｛47 万円
×被保険者数｝以下の世帯 2割

図 2

納付書・口座振替で
納付（普通徴収）

年金から天引きでなく、口座振替を
希望する場合

介護保険料と後期高齢者医療保
険料の合算額が年金額の 2 分の
1 を超える

年金額が年額 18 万円未満

市から送られる納付書
で、期日内に指定され
た金融機関等で納めま
す。納期は、7月～ 2
月の 8 回です。口座
振替月も同月です。

年 6回の年金の定期払いの際に、年金か
ら保険料があらかじめ差し引かれます。
4月から保険料が天引きされている方は、
年間保険料から 4.6.8 月に仮徴収された
金額を差し引いて、残りを 3回で割った
額が、10.12.2 月に徴収されます。

原則年金から天引き（特別徴収）

手続きが必要です。
（持ち物）・振替口座の預金通帳
・通帳の届出印
・後期高齢者医療被保険者証（受付窓口）
市民課国保医療担当

は
い

は
い

いいえ

いいえ

図 3
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介護保険料（65歳以上の方）本算定のご案内
介護保険料の決まり方と納め方

ひ
と
り
親
家
庭
の
み
な
さ
ん
へ

お子さんの入進学の
資金計画はお済みですか?

母子・父子・寡婦家庭のみなさん 　
児
童
扶
養
手
当
制
度
と
は
、
父

親
ま
た
は
母
親
が
い
な
い
児
童
が

育
成
さ
れ
て
い
る
家
庭
等
を
対
象

と
し
、
児
童
の
福
祉
の
増
進
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
手
当
を

支
給
す
る
制
度
で
す
。

※
た
だ
し
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

■
対
象
児
童
（
現
況
届
要
提
出
）

・
父
母
が
離
婚
し
た
児
童

・
父
ま
た
は
母
が
死
亡
し
た
児
童

・�

父
ま
た
は
母
が
一
定
の
障
害
状　

態
に
あ
る
児
童

・�

父
ま
た
は
母
の
生
死
が
不
明
な　

児
童

・�

父
ま
た
は
母
か
ら
引
き
続
き
１　

年
以
上
遺
棄
さ
れ
て
い
る
児
童

・�

父
ま
た
は
母
が
裁
判
所
か
ら

D
V
保
護
命
令
を
受
け
た
児
童

・�

父
ま
た
は
母
が
引
き
続
き
１
年　

以
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る
児
童

・
未
婚
の
母
の
子

※�

児
童
が
公
的
年
金
を
受
給
で
き

る
場
合
、
児
童
福
祉
施
設・里
親

に
委
託
さ
れ
て
い
る
場
合
、父
ま

た
は
母
の
配
偶
者（
内
縁
関
係
も

含
む
）に
養
育
さ
れ
て
い
る
場
合

等
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

■
支
給
月

　
８
月
（
４
月
～
７
月
分
）

　
12
月
（
８
月
～
11
月
分
）

　
４
月
（
12
月
～
３
月
分
）

※�

手
当
の
支
給
開
始
は
申
請
書
を　

提
出
し
た
月
の
翌
月
分
か
ら

■
問
い
合
わ
せ

　
福
祉
課
子
育
て
支
援
担
当

　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
１
７
５
）

児
童
扶
養
手
当
支
給
の
お
知
ら
せ

◆介護保険料（年額）の通知を 7月中旬に発送します
　65歳以上の皆さんに介護保険料の納入通知書兼特別徴収額通知書を７月中旬に通知します。
　今回の通知書は、住民税額の確定に伴い、平成 27年度の介護保険料を決定（確定賦課）したもので、各納
期の保険料については、既に到来した納期（４月・６月）と今後に到来する納期（８月以降）の保険料の合計
額が、年間保険料額になるように調整しています。

◆保険料の納め方
●特別徴収（年金からの天引き）……65歳以上で、年金（老齢・退職年金、障害年金、遺族年金）を年額
　　　　　　　　　　　　　　　　　18万円（月額 15,000 円）以上受給されている方
　● 8月の徴収額が変更となっている方がいます（特別徴収額の平準化）
　　�　介護保険料の特別徴収は、４月・６月・８月に「仮徴収」、10月・12月・翌年２月に「本徴収」とし

て納めていただいていますが、収入の変動などで前年度の仮徴収額と本徴収額の差が著しい場合には、10
月以降の保険料が均等になるよう 8月の徴収額を変更しています。

●普通徴収（納付書、口座振替による納付）……年度の途中で 65歳になられた方や転入の方や年金が年額
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　18万円（月額 15,000 円）未満の方など
　納付書による納付の方は、各納期までに取扱金融機関またはコンビニ等で納めてください。
　※納めに行く手間が省け、納め忘れの心配がない、口座振替がおすすめです。

　大学や高校の入・進学時には、
なにかとお金がかかるものです。
　県では、母子・父子・寡婦家庭
のお子さんの入・進学に必要な資
金計画についてご相談に応じて
います。
母子・父子・寡婦福祉資金貸付
限度額の例
私立大学・自宅外通学の場合
○修学資金　月額 64,000 円
※�日本学生支援機構の奨学金と
の併用はできません。

○就学支度資金　59万円
■問い合わせ
　山梨県中北保健福祉事務所　
　福祉課児童家庭担当
　☎ 055-237-1381

■問い合わせ　介護保険課介護保険担当（内線 112～ 114）

月 ４月５月 ６月７月 ８月９月 10月 11月 12月１月 ２月３月

期 １期 ２期 ３期 ４期 ５期 ６期

普通徴収 ４月 30日（木） ６月 30日（火） 8月 31日（月） 11月 2日（月） 12月 25日（金） 2月 29日（月）

特別徴収 ４月年金より
天引き

６月年金より
天引き

８月年金より
天引き

10月年金より
天引き

12月年金より
天引き

２月年金より
天引き
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サポート事業で、消防団も地域も元気に
消防団活動のサポートの輪を広げよう！

住
宅
改
修
な
ど
で
税
金
が
安
く
な
る
！

市内サポート店一覧(6月15日現在)
(有)アウトバーン (株)内藤自動車工業
味の店ほさか (有)仲田電機商会
お茶の春木屋�韮崎店 韮崎自動車鈑金塗装工場
CCクラブ�グリーンバレイ 能見園　河西ワイナリー
Cafeまるげ (有)萩原製菓
勝の家 BAR　BOMA
金精軒製菓(株)韮崎店 パソコンスクールエンタープライズ
キュイエット 美容室みなみ
クリーニングセンター小林 ファッションクリーニングやざき

クリーニングハウス
フレッシュ�クリーニング�すずや
(本店、韮崎店、ライフガーデンにらさき店、
新田店)

工房あず(AZ) ファッションハウスハヤシヤ
甲府信用金庫�韮崎支店 藤鮨

(有)甲南観光サービス西営業所 ホリスティック施術院
森井／SHINSEIゼミ

コーナーポケット
(韮崎本店、韮崎駅前MDK店) 細田設備

志村建設(株) マスコット
写真のしんかいstudio�ZIPS (有)山本音響工事
姉妹亭 八巻塗装
シャディサラダ館
韮崎富士見店・ハヤシ寝装店 山梨信用金庫�韮崎支店

JA梨北藤井給油所 洋菓子　アルプス
スポーツショップYAZAKI (株)リモデヤドットコム
清工電気 (株)リョーウン
セントラル防災(株)�峡北センタ－ 梨北農業協同組合信用部
田中自動車工場 レストランマイルストーン
ナンハウス
� ※50音順

　地域防災力の要として活躍する「消防団」
を地域ぐるみでバックアップすべく、「消防
団サポート事業」が 6月からスタートしま
した。本事業は、消防団員に対する優遇措
置をサポート店からご提供いただき、消防
団活動の支援や団員確保、地域の活性化な
どにつなげる取組みです。
　今後も引き続きサポート店を募集します
ので、“ 地域を守る消防団 ” の認知度向上と
事業所の地域貢献の趣旨をご理解いただき、
サポート店としてご協力いただける際には、
市の公式ホームページをご覧いただくか市
総務課までお問い合わせ下さい。
■問い合わせ　総務課防災交通担当
� （内線 339・399）

　

住
宅
の
耐
震
化
や
バ
リ
ア
フ

リ
ー
、
省
エ
ネ
改
修
を
し
た
場
合
、

規
定
の
要
件
を
満
た
す
と
建
物
に

か
か
る
固
定
資
産
税
が
減
額
に
な

り
ま
す
。（
※
申
請
は
原
則
と
し
て

工
事
終
了
後
3
ヵ
月
以
内
）

耐
震
改
修

　
工
事
完
了
の
翌
年
度
の
み
、
床

面
積
1
2
0
㎡
分
を
限
度
に
固

定
資
産
税
の
1
／
2
を
軽
減
。

☆
対
象
住
宅

　

�

昭
和
57
年
1
月
1
日
以
前
に
建　

築
さ
れ
た
住
宅

※�

併
用
住
宅
に
つ
い
て
は
、
住
宅　

部
分
が
1
／
2
以
上

☆
対
象
工
事

　

�

建
築
基
準
法
の
耐
震
基
準
に
適　

合
す
る
工
事
費
用
50
万
円
を　

超
え
る
改
修
工
事

☆
申
請
書
類

　

�

地
方
公
共
団
体
や
建
築
士
が
発　

行
し
た
証
明
書
と
改
修
費
用
が　

確
認
で
き
る
書
類

バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修

　
工
事
完
了
の
翌
年
度
の
み
、
床

面
積
1
0
0
㎡
分
を
限
度
に
固

定
資
産
税
の
1
／
3
を
減
額
。

☆
対
象
住
宅

　

�

65
歳
以
上
か
障
が
い
の
あ
る
人
、

介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
ま
た
は

要
支
援
認
定
を
受
け
て
い
る
人
が

住
ん
で
い
る
平
成
19
年
1
月
1
日

以
前
に
建
築
さ
れ
た
住
宅

※�

併
用
住
宅
に
つ
い
て
は
住
宅
部　

分
が
1
／
2
以
上

☆
対
象
工
事

　

�
自
己
負
担
額
50
万
円
を
超
え
る　

バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工
事
（
補　

助
金
を
受
け
て
い
る
場
合
は
差　

し
引
い
て
自
己
負
担
額
が
50
万　

円
を
超
え
て
い
る
こ
と
）

☆
申
請
書
類

　

�

工
事
前
後
の
写
真
、
工
事
明
細　

や
費
用
の
確
認
で
き
る
も
の　

省
エ
ネ
改
修

　
工
事
完
了
の
翌
年
度
の
み
、
床

面
積
1
2
0
㎡
分
を
限
度
に
固

定
資
産
税
の
1
／
3
を
減
額

☆
対
象
住
宅

　

�

平
成
20
年
1
月
1
日
以
前
に
建　

築
さ
れ
た
住
宅

※
併
用
住
宅
に
つ
い
て
は
、
住
宅

　
部
分
が
1
／
2
以
上

☆
対
象
工
事

　

�

工
事
費
用
50
万
円
を
超
え
る
窓　

の
改
修
（
必
須
）
や
断
熱
改
修

な
ど
省
エ
ネ
基
準
適
合
の
熱
損　

失
防
止
改
修
工
事

☆
申
請
書
類

　

�

工
事
前
後
の
写
真
、工
事
明
細
や

費
用
の
確
認
で
き
る
も
の（
建
築

士
又
は
、登
録
住
宅
性
能
評
価
機

関
に
よ
る
証
明
書
を
添
付
）

※�

バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
及
び
省
エ

ネ
改
修
に
つ
い
て
は
、
耐
震
改　

修
工
事
に
よ
る
減
額
を
受
け
た　

住
宅
は
対
象
外
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
税
務
課
固
定
資
産
税
担
当

�

（
内
線
1
5
6
～
1
5
8
）

住
宅
に
係
る
固
定
資
産
税
を
減
額
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市
民
の
皆
さ
ん
に
身
近
で
開
か
れ
た
市
政
を
目
指
し
て

請求区分
実施機関

（開示の決定を
行う機関）

請求件数
開示・非開示の内訳

全部開示 部分開示 非開示 文書不存在

情報公開
（公文書等）

市長 15 6 6 0 3

教育委員会 5 2 3 0 0

議会 11 11 0 0 0

合計 31 19 9 0 3

個人情報保
護

市長 2 1 1 0 0

合計 2 1 1 0 0

�

情
報
公
開
制
度
は
、個
人
の
知
る

権
利
を
尊
重
し
、
市
の
保
有
す
る

情
報
の
公
開
を
請
求
す
る
権
利
を

保
障
す
る
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
個
人
情
報
保
護
制
度
は
、

個
人
の
権
利
利
益
の
保
護
を
図
る

と
と
も
に
個
人
情
報
の
開
示
等
を

請
求
す
る
権
利
を
明
ら
か
に
す
る

も
の
で
す
。

　
さ
ら
に
、
開
か
れ
た
市
政
運
営

の
実
現
の
た
め
、
市
の
政
策
形
成

に
関
す
る
審
議
の
過
程
を
市
民
の

皆
さ
ん
が
知
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
審
議
会
等
の
会
議
に
つ
い
て

も
公
開
を
し
て
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
に

は
、
こ
の
制
度
を
利

用
し
て
い
た
だ
き
、

市
政
へ
の
一
層
の
ご

理
解
と
市
民
参
加
の

行
政
運
営
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

※
平
成
26
年
度
の
実

施
状
況
は
上
表
の
と

お
り
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

　
総
務
課
総
務
担
当

�

（
内
線
3
3
4
）

平
成
26
年
度
情
報
公
開・個
人
情
報
保
護
制
度
及
び

審
議
会
等
の
会
議
の
公
開
運
用
状
況

公開を行っている審議
会等のうち、開催され
た会議の件数

傍聴人数
公開件数 非公開件数

51件 50件 1件 5人

採用職員 試験区分 採用者数 採用日 申込受付・試験日 資格要件等 住所要件

消防職

上級
（大学卒業程度）

若干名
（性別不問）

平成28年
4月1日

■�受付
　�7月21日（火）～8月10日
（月）9時～17時（土、日を
除く）※7月21日（火）か
ら、申込書等を組合総務
課にて配布
■�試験
　（第1次試験）9月20日（日）
■�会場
　峡北広域行政事務組合

　平成2年4月2日以降に
生まれた者で、大学を卒
業した者又は平成28年3
月までに卒業見込みの者

　平成27年8月10日以前から引き続
き、韮崎市、北杜市、甲斐市（双葉地区に
限る。）（以下「構成市」という。）に住所を
有し、かつ住民基本台帳に記載されてい
る人
　ただし、就学、就労のため現に構成市
に住所を有していない人でも、家族等が
平成27年8月10日以前から引き続き構
成市に住所を有し、かつ住民基本台帳に
記載されている場合は、資格を有する。

初級
（高校卒業程度）

　平成6年4月2日以降に
生まれた者で、高校を卒
業した者又は平成28年3
月までに卒業見込みの者

採用職種 採用者数 採用日 募集受付
試験日

試験種目 要件等
1次 2次 3次

行政
（一般事務）

4名
程度

平成28年
4月1日

※�4月1日以降に
資格免許取得
見込の者は、こ
の日以降にな
る場合があり
ます。

7月13日（月）
～8月14日（金）

9月20日
（日）

10月25日
（日）

11月13日
（金）

「1次試験」
筆記試験

「2次試験」
面接試験

「3次試験」
面接試験

［住所要件］
平成27年4月1日以降引き続き山
梨県内に住所（住民登録）を有す
る者。　ただし、就学、就労等のた
め一時的に県外に居住している
者を含む。

［資格］
採用職種により、受験資格が異な
るので、詳細は職員採用試験案内
で確認してください。

［職員採用試験案内］
市ホームページに掲載。　市役所
1階受付、保健福祉センター、市立
病院事務局にて配布。

行政
（一般事務）

身体障害者
対象選考
1名

行政
（保育士） 2名

医療
（看護師）

2名
程度

11月13日
（金） ー

採用職種 採用者数 採用日 募集受付
試験日

資格要件等
1次 2次 3次

社会福祉士 1名 平成27年
4月1日

7月13日（月）
～8月14日（金）

9月20日（日）
筆記試験

10月25日（日）
面接試験

11月13日（金）
面接試験

　詳細については、「試験案内（市社会
福祉協議会で配布）」をご覧ください。

■問い合わせ　政策秘書課政策人事担当（内線 321・325）��http://www.city.nirasaki.lg.jp

■問い合わせ　峡北広域行政事務組合　総務課　☎ 0551-22-3311

■問い合わせ　韮崎市社会福祉協議会　　☎ 0551-22-6944

平成 28 年 4 月採用　韮崎市職員の募集

平成 28 年 4 月採用　峡北広域行政事務組合職員の募集

平成 28 年 4 月採用　韮崎市社会福祉協議会職員の募集

12

2015.7



　韮崎市の景観を特徴づけ、歴史の舞台としてクローズアップされ
てきた七里岩（祖母石の屏風岩地点）が、6月 19日の国の文化財
審議会において、記念物として新たに登録するように、文部科学大
臣に答申されました。登録記念物とは、庭園・峡谷・山岳などの名
勝地で日本の芸術上又は観賞上価値の高いものについて登録し、後
世に継承するための保存と活用を推進することを目的に 2004 年
に国で定めた制度です。

★ダイナミックな自然の造形美「七里岩」
　七里岩台地は約 20万年前の八ヶ岳の山崩れによって生じた南北約 25km、東西約 18kmにわたる大規模な
台地です。台地の西南端は、西を流れる釜無川の浸食により比高 40～ 150mもの断崖地形が連続し、その総
延長が約 30kmにも及ぶことから「七里岩」と呼ばれるようになりました。

★歴史や和歌や文学などの舞台となった「七里岩」
　断崖絶壁を利用して武田勝頼は新府城を築城しました。また、江戸時代の後半以降には、岩壁の独特の風景
が和歌・俳句の対象ともなりました。世界遺産富士山を取り上げた江戸時代の『詠不二山百首歌』には、「七里
のいはね」と「富士の根」とが重なり合う美景を詠った和歌が収められています。明治時代の俳句にも「七里
につらなりたてる岩垣」と詠まれています。
　歴史小説では、井上靖の『風林火山』の中で、山本勘助が由布姫と勝頼と旅の途中の釜無川の河原で七里岩
の断崖を指し、「ここが甲斐の国中でも、一番眺めの美しいしかも要害の地でございます。」と語る場面が登場
します。七里岩には独特な岩肌・洞窟があり、江戸時代の『甲斐国志』・「甲州道中分間延絵図」には個々の名
称・位置が示されています。この他にも江戸幕府侍医の渋江長伯の紀行文『官遊紀勝』にも紹介されています。

★屏風岩の魅力
　七里岩の中でも史跡新府城跡の北西部に近接する屏風岩は、連続する断崖から西南の方向に約 40m突き出た
独立岩体で、釜無川の氾濫原との比高は約 50～ 60mもあります。古く「分間延絵図」にも登場し、岩体の頂
部には安産祈願の石祠が祀られています。このように、七里岩は、韮崎の歴史・伝統にゆかりの深い景勝地と
して長く親しまれ、文化の発展に寄与した意義深いものとして国の登録記念物となります。

　
龍
岡
公
民
館
に
は
、
書
道
や
大

正
琴
な
ど
様
々
な
自
主
サ
ー
ク
ル

が
あ
り
、
そ
れ
ら
を
総
称
し
た
も

の
が
「
す
み
れ
会
」
で
す
。
現
在

会
員
は
1
4
3
人
で
、
そ
の
内

1
3
2
人
が
女
性
で
す
。
今
年
度

は
新
た
に
歌
声
同
好
会
を
始
め
ま

し
た
。
声
を
出
す
こ
と
は
健
康
に

良
い
そ
う
で
、
懐
か
し
い
歌
、
思

い
出
の
歌
を
ピ
ア
ノ
伴
奏
に
合
わ

せ
て
皆
さ
ん
い
き
い
き
と
歌
っ
て

い
ま
す
。入
会
動
機
は
様
々
で
、多

く
の
方
が
人
と
の
交
流
を
前
向
き

に
考
え
て
お
り
、背
伸
び
せ
ず
、身

の
丈
に
合
っ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標

を
持
っ
て
楽
し
く
活
動
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
生
涯
学
習
推
進
の
集

い
の
「
龍
岡
町
福
祉
と
文
化
の
ま

つ
り
」
と
、
市
の
生
涯
学
習
フ
ェ

ス
タ
に
毎
年
参
加
し
、
一
年
間
の

成
果
を
披
露
す
る
こ
と
を
目
標
に
、

皆
さ
ん
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　
新
規
会
員
も
募
集
し
て
い
ま
す

の
で
、
私
た
ち
と
一
緒
に
活
動
を

通
し
て
輝
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

☆
主
な
活
動

① 
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス　
民
族
衣
装　

を
ま
と
い
、
世
界
民
謡
を
踊
り　

ま
す
。

② 

大
正
琴　
懐
メ
ロ
や
流
行
歌
等

　
を
演
奏
し
ま
す
。

③ 

書
道
教
室　
楷
行
草
書
、
隷
書
、　

篆
書
等
の
美
し
い
字
を
、
ペ
ン　

や
毛
筆
で
書
き
ま
す
。

④ 

歌
声
同
好
会　
様
々
な
歌
を
ピ　

ア
ノ
伴
奏
で
歌
い
ま
す
。

⑤ 

子
育
て
サ
ロ
ン　
世
界
各
国
の　

行
事
や
工
作
を
楽
し
み
ま
す
。

⑥ 

い
き
い
き
サ
ー
ク
ル　
体
を
動　

か
し
い
き
い
き
し
た
生
活
を
目　

指
し
て
い
ま
す
。　

⑦ 

愛
育
班　
3
世
代
ふ
れ
あ
い
教　

室
等
を
実
施
し
、「
愛
育
だ
よ　

り
」
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

⑧ 

陶
芸
教
室　
日
常
生
活
に
使
う　

作
品
制
作
や
鑑
賞
会
等
を
実
施　

し
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　

⑨ 

料
理
教
室　
男
の
料
理
教
室
や　

伝
達
講
習
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
☆
す
み
れ
会
代
表　
浅
川
節
子

�

☎
2
2
‒
0
7
9
6

輝
く
女
性
を
応
援
!! 

☆
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
活
動
レ
ポ
ー
ト
①   

「
背
伸
び
せ
ず
、身
の
丈
に
あ
っ
た
活
動
を
」

	

龍
岡
公
民
館
す
み
れ
会ペン習字の様子

七里岩が国の登録記念物《名勝地》に !
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夏
の
イ
ベ
ン
ト
情
報

遊
ん
で
、学
ん
で
、楽
し
も
う

遊
ん
で
、学
ん
で
、楽
し
も
う

夏
の
イ
ベ
ン
ト
情
報

ア
ユ
の
つ
か
み
ど
り
大
会

■
日
時　
7
月
26
日
（
日
）

　
10
時
30
分
か
ら

■
場
所　
釜
無
川
河
川
公
園
内

■
参
加
料　
無
料　

■ 

対
象　
中
学
生
以
下
※
小
学
3　

年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

■
定
員
1
5
0
名

☆
同
時
開
催　
親
子
木
工
教
室

■ 

対
象　
小
学
6
年
生
ま
で
の
児　

童
及
び
保
護
者

■
定
員　
先
着
50
名

■
受
付　
11
時
か
ら

■
申
込
期
限

　
い
ず
れ
も
7
月
17
日
（
金
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
商
工
観
光
課
観
光
担
当

�

（
内
線
2
1
3
・
2
1
4
）

穴
山
町
た
な
ば
た
祭
り	

	

　
～
権
藤
は
な
よ
を
偲
ん
で
～

　
「
た
な
ば
た
さ
ま
」の
作
詞
者
で

穴
山
町
出
身
の
権
藤
は
な
よ
を
偲

ぶ
、
穴
山
町
た
な
ば
た
祭
り
を
開

催
し
ま
す
。

■
日
時　
7
月
7
日
（
火
）

　
9
時
30
分
か
ら

■
場
所　
穴
山
さ
く
ら
公
園

■
問
い
合
わ
せ

　
穴
山
公
民
館
主
事
（
河
西
）

☎
0
9
0
‒
5
5
6
0
‒
3
8
1
2

穂
坂
自
然
公
園
イ
ベ
ン
ト
情
報

☆
葉
脈
し
お
り
作
り
教
室

　
身
近
な
葉
っ
ぱ
か
ら
き
れ
い
な

「
し
お
り
」
を
作
り
ま
す
。

■
日
時　
7
月
18
日
（
土
）

　
10
時
～
12
時

■
定
員　
10
名
（
要
申
込
み
）

■
参
加
費　
2
0
0
円

☆
親
子
で
作
っ
て
遊
ぶ
竹
馬
教
室

■
日
時　
7
月
25
日
（
土
）

　
10
時
～
12
時

■
定
員　
親
子
10
組（
要
申
込
み
）

■
参
加
費　
5
0
0
円

■
問
い
合
わ
せ　
穂
坂
自
然
公
園

�

☎
3
7
‒
4
3
6
2

ゆ
～
ぷ
る
に
ら
さ
き
夏
の		

健
康
増
進
イ
ベ
ン
ト	

①
夏
休
み
の
プ
ー
ル
レ
ッ
ス
ン

■
時
間　
9
時
15
分
～
10
時

■
受
講
料　
5
0
0
円

※�

通
常
実
施
中
の
ワ
ン
コ
イ
ン

レ
ッ
ス
ン
の
時
間
を
早
め
て
実

施
し
ま
す
。（
毎
週
木
曜
日
の
開

催
は
通
常
ど
お
り
で
す
。）

火
曜
日　
健
康
水
中
体
操　

　
7
月
28
日
・
8
月
11
日

水
曜
日
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
ア
ク
ア

　
7
月
22
日
・
8
月
5
日
・
26
日

木
曜
日　
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
45

　
7
月
30
日
・
8
月
20
日
・
27
日

金
曜
日

　
マ
イ
ペ
ー
ス
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

　
7
月
24
日
・
8
月
7
日

②
ハ
ワ
イ
ア
ン
フ
ラ
ス
タ
イ
ル

　
7
・
8
月
毎
週
水
曜
日

　
（
全
8
回
※
8
月
12
日
は
休
み
）

　
10
時
30
分
～
11
時
30
分

　
受
講
料　
5
0
0
円

　
服
装　
あ
れ
ば
パ
ウ
ス
カ
ー
ト

　
講
師　
山
田
信
子
先
生

③
楊
名
時
健
康
太
極
拳

　
7
・
8
月
の
毎
週
金
曜
日

　
時
間　
19
時
～
20
時

　
受
講
料　
5
0
0
円

　
講
師　
笠
島
準
師
範

※�

ゆ
ー
ぷ
る
に
ら
さ
き
は
7
月
14
日

か
ら
8
月
31
日
は
休
ま
ず
営
業

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
ゆ
ー
ぷ
る
に
ら
さ
き

�

☎
2
0
‒
2
2
2
2

N
I
R
A
マ
ル
シ
ェ
で
楽
し
も
う

■
日
時　
7
月
25
日
（
土
）

　
16
時
～
20
時

■
場
所　
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

　
ニ
コ
リ
屋
上
駐
車
場

※�

お
昼
に
は
手
作
り
品
を
販
売
す

る
し
あ
わ
せ
マ
ル
シ
ェ
も
開
催

■
問
い
合
わ
せ

　
商
工
観
光
課
商
工
労
政
担
当

�

（
2
1
5
・
2
1
6
）

海
の
日
は
「
夏
休
み
自
由
研
究

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
へ
行
こ
う

　
県
内
の
博
物
館
・
美
術
館
が
大

集
合
。
各
ブ
ー
ス
を
ま
わ
っ
て
工

作
や
体
験
学
習
を
す
れ
ば
、
自
由

研
究
の
ヒ
ン
ト
が
い
っ
ぱ
い
。
韮

崎
か
ら
は
ふ
る
さ
と
偉
人
資
料
館

と
民
俗
資
料
館
が
参
加
し
ま
す
。

■
日
時　
7
月
20
日
（
月
・
祝
）　

　
13
時
30
分
～
16
時
30
分

■
会
場　
ア
イ
メ
ッ
セ
山
梨

■
問
い
合
わ
せ

　
韮
崎
市
民
俗
資
料
館

�

☎
2
2
‒
1
6
9
6

自
由
研
究
の
ヒ
ン
ト
は	

	

「
資
料
館
」
に
あ
る
！

　
ふ
る
さ
と
偉
人
資
料
館
と
民
俗

資
料
館
で
は
、
韮
崎
出
身
の
偉
人

の
功
績
や
、
昔
の
道
具
の
使
い
方

を
調
べ
ら
れ
た
り
し
ま
す
よ
。

◇
ふ
る
さ
と
偉
人
資
料
館

　
江
戸
か
ら
昭
和
に
か
け
て
、
教

育
・
医
療
・
芸
術
な
ど
様
々
な
分

野
で
活
躍
し
た
韮
崎
ゆ
か
り
の
人

物
15
名
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

◇
韮
崎
市
民
俗
資
料
館

　
花
子
と
ア
ン
の
ロ
ケ
セ
ッ
ト
の

ま
わ
り
に
は
、
農
作
業
に
使
っ
た

昔
の
道
具
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。
資

料
館
に
は
縄
文
土
器
や
土
偶
も
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
ふ
る
さ
と
偉
人
資
料
館

�

☎
2
1
‒
3
6
3
6

　
民
俗
資
料
館

�

☎
2
2
‒
1
6
9
6

N
P
O
韮
崎
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

	

イ
ベ
ン
ト
情
報

①
ズ
ン
バ
イ
ベ
ン
ト
開
催

　
昨
年
度
好
評
だ
っ
た
ダ
ン
ス
エ

ク
サ
サ
イ
ズ
の
Z
U
N
B
A（
ズ

ン
バ
）
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

■ 

日
時　
7
月
11
日
か
ら
11
月
ま

で
の
毎
月
第
2
・
第
4
土
曜
日

■
時
間　
17
時
30
分
～
18
時
30
分

■
参
加
費　
5
0
0
円（
保
険
込
）

■
参
加
人
数　
先
着
40
名

■ 

持
ち
物　
タ
オ
ル
・
飲
み
物
、　

室
内
履
き

■ 

申
込
期
限　
各
開
催
日
7
日
前　

ま
で
に
メ
ー
ル
又
は
電
話
で

　

nirasupo@
gaea.ocn.ne.jp

② 

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
＆
筋
力
ア
ッ

プ
ス
ク
ー
ル
（
会
員
無
料
）

■
日
時　
11
月
ま
で
の
毎
月
第
2

　
・
第
4
日
曜
日
（
雨
天
中
止
）

　
9
時
～
10
時
30
分

■ 

場
所　
中
央
公
園
管
理
棟
ク
ラ　

ブ
ハ
ウ
ス
前
集
合

■
参
加
費　
1
回
1
0
0
円

■
持
ち
物　
タ
オ
ル
・
飲
料
水

③
ベ
リ
ー
ダ
ン
ス
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

■ 

日
時　
11
月
ま
で
の
毎
週
火
曜

日　
13
時
～

■ 

場
所　

市
営
体
育
館
プ
レ
イ

ル
ー
ム

■
対
象　
会
員
限
定

■
持
ち
物　
タ
オ
ル
・
飲
料
水

■
問
い
合
わ
せ
（
共
通
）

　
N
P
O
韮
崎
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

�

☎
2
1
‒
2
2
5
5
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ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン

タ
ー
か
ら
お
知
ら
せ

① 

ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
講
座

「
ゴ
ロ
ン
キ
ー
ズ
」参
加
者
募
集

■
日
時　

�

　
7
月
27
日
（
月
）・
28
日
（
火
）

■
場
所　

��

　

�

県
営
発
電
総
合
制
御
所
ク
リ
ー

ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー

■
募
集
対
象

・
小
学
4
～
6
年
の
児
童
30
名

・
全
日
程
を
受
講
で
き
る
児
童

■ 

申
込
方
法　
電
話
又
は
メ
ー
ル

に
住
所
、
氏
名
、
学
校
名
、
学

年
、
性
別
、
電
話
番
号
を
明
記

し
応
募

■
締
切　
7
月
10
日
（
金
）
必
着

　
※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選

② 

夏
休
み
親
子
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル

ギ
ー
工
作
教
室
参
加
者
募
集

■
日
時　

�

　
8
月
5
日
（
水
）
～
7
日
（
金
）

■
場
所　

　

�

県
営
発
電
総
合
制
御
所
ク
リ
ー

ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー

■ 

募
集
対
象　
小
学
3
～
6
年
生

と
そ
の
保
護
者
（
2
人
1
組
）

　
※
各
日
40
組

■ 

申
込
方
法　
7
月
21
日
9
時
か

ら
電
話
に
て
申
込
受
付

■
問
い
合
わ
せ
（
共
通
）　　

　
�

県
営
発
電
総
合
制
御
所
ク
リ
ー

ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー

☎
0
5
5
‒
2
7
8
‒
1
2
1
1

hatsuden@
pref.yam

anashi.lg.jp

ブ
ラ
ジ
ル
の
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
来
韮

韮
崎
高
校
と
の

　
交
流
試
合
を
観
戦
し
よ
う

　

ク
ラ
ブ
創
設
1
0
0
年
の
歴

史
を
持
つ
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
ク
ラ
ブ

チ
ー
ム「
オ
ペ
ラ
リ
オ
･
フ
ェ
ロ

ヴ
ィ
ア
リ
オ
E
C
」の
U
‒
15
選

手
が
来
韮
し
、
韮
崎
高
校
と
交
流

試
合
を
行
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
ご
観
戦
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

　
7
月
25
日
（
土
）・
26
日
（
日
）

■
場
所　
韮
崎
中
央
公
園

　
※
詳
細
は
市
H
P
参
照

■
問
い
合
わ
せ

　
教
育
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
担
当

�

☎
2
2
‒
0
4
9
8

■日　程　中学生の部　7月 4日（土）・ 5日（日）
　　　　　小学生の部　7月 11日（土）・ 12日（日）
　　　　　高校生の部　7月 18日（土）～ 20日（月）
　　　　　女子の部　　7月 25日（土）・ 26日（日）
■会　場　 中央公園陸上競技場・同芝生広場、市営総合運

動場、グリーンフィールド穂坂
■問い合わせ　実行委員会事務局
　（教育課スポーツ振興担当内）　☎ 22-0498

第 35回武田の里にらさき
サッカーフェスティバル開催

　5月 27日、韮崎小学校で、世界を舞台に活躍す
るトレイルランナーで北杜高校教諭の山本健一先
生を招いて教育講演会が開催されました。「私の好きなこと。あ
なたの好きなことはなんですか？」をテーマに、山本先生がトレイ
ルランナーになったきっかけ、がんばり続けることができる理由な
どを、クイズなどを交えながら児童のみんなにも分かりやすく講演
していただきました。山本先生の「様々なことに全力でチャレンジ
して、自分の好きなことを見つけてください。わくわくすることや
楽しいことを想像しながら取り組むことで、夢は叶えられます」と
のメッセージに、児童のみんなも聴き入っていました。

　6月 9日、北東小学校で思いやりの
心を大切にする気持ちを育てることを
目的に、人権擁護委員の方々を講師に
招いて人権教室が開催されました。
　相手の気持ちを考える事の大切さや、
いじめがあった場合にどう行動をした
ら良いか考える機会になりました。
　今回以外にも、人権擁護委員の方々
は市内保育園等でも教室を開催し、人
権啓発に努めています。

　市では、結婚情報誌ゼクシィとのコラ
ボ企画でご当地婚姻届のダウンロード
サービスを行っています。
　6月 2日には、記念キャンペーン中に
婚姻届を提出した第1号カップルとして
由良聡さん・美和さんに、内藤市長より
記念品が手渡されました。お二人は北海
道出身で、「とてもいい記念になりまし
た、これからも韮崎に長く住み続けたい
です。」と幸せそうに話してくれました。
末永くお幸せに！

ご婚姻おめでとう！
ご当地婚姻届記念キャンペーン いじめ、差別は絶対にダメ！

人権教室開催

世界のヤマケン先生
教育講演会開催
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ニ
コ
リ

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

イ
ベ
ン
ト
情
報

ニ
コ
リ
主
催
イ
ベ
ン
ト

	

問
合
せ
☎
2
2
―
1
1
2
1

七
夕
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

　
七
夕
の
雰
囲
気
を
感
じ
な
が
ら
、

サ
ッ
ク
ス
の
音
色
に
耳
を
か
た
む

け
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時　

　
7
月
4
日
（
土
）

　
12
時
30
分
～
13
時
30
分

■
場
所　
1
階
共
用
ス
ペ
ー
ス

■
演
奏
者　
笠
井
瞳
先
生

7
月
は
2
回
（
参
加
無
料
）		

昔
懐
か
し
い
映
画
上
映
会

■
日
時

　
①
7
月
4
日
（
土
）

　
　
10
時
30
分
（
開
場
10
時
）

　
②
7
月
19
日
（
日
）

　
　
13
時
30
分
（
開
場
13
時
）

■
場
所　
3
階
多
目
的
ホ
ー
ル

■
定
員　
70
名

夏
の
思
い
出
i
n
ニ
コ
リ

　
ニ
コ
リ
で
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
や
ミ
ニ

工
作
を
楽
し
も
う
！

■
日
時　
8
月
1
日
（
土
）

　
13
時
30
分
～
15
時
30
分

■
場
所　
1
階
共
用
ス
ペ
ー
ス

■
料
金　
ゲ
ー
ム
1
0
0
円
、

　
　
　
ミ
ニ
工
作
5
0
0
円

※
内
容
変
更
の
可
能
性
も
あ
り

親
子
で
動
物
パ
ン
教
室

　
天
然
酵
母
の
生
地
で
好
き
な
動

物
の
形
を
作
り
、
ア
イ
シ
ン
グ
で

お
絵
か
き
し
ま
し
ょ
う
。

■
日
時　
8
月
2
日
（
日
）

　
①
10
時
30
分
～
12
時

　
②
13
時
～
14
時
30
分

　
③
15
時
～
16
時
30
分

※
時
間
帯
は
申
込
時
に
選
択

■
費
用　
1
，
5
0
0
円

■ 

定
員　
各
8
組
（
大
人
1
名
に　

つ
き
子
ど
も
2
名
ま
で
）

■ 

持
ち
物　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、　

筆
記
用
具
、
お
手
ふ
き
タ
オ
ル

■
場
所　
1
階
調
理
室

■
講
師　
福
田
由
香
里
先
生

■ 

申
込　
参
加
費
を
添
え
て
お
申　

し
込
み
く
だ
さ
い
。

初
め
て
の
中
国
語
講
座

　
初
心
者
の
方
も
安
心
の
中
国
語

講
座
で
す
。

■ 

日
時　
8
月
19
・
26
日
、
9
月

2
・
9
・
16
・
30
日
、
10
月
7
・

14
・
21
・
28
日
（
水
曜
・
全
10
回
）

　
19
時
30
分
～
20
時
30
分

■
場
所　
1
階
会
議
室
1
・
2

■
受
講
料　
1
0
，
0
0
0
円

■
定
員　
10
名　

■
講
師　
西
野
美
鈴
先
生

■ 

申
込　
参
加
費
を
添
え
て
お
申　

し
込
み
く
だ
さ
い
。

市
立
図
書
館

	

問
合
せ
☎
2
2
―
4
9
4
6

課
題
図
書
の
貸
出
に
つ
い
て

　
夏
休
み
期
間
中
「
青
少
年
読
書

感
想
文
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
課
題
図

書
」「
山
梨
県
・
す
い
せ
ん
図
書
」

「
山
梨
県
夏
休
み
の
友
紹
介
図
書
」

の
利
用
が
集
中
す
る
た
め
、
多
く

の
方
が
利
用
で
き
る
よ
う
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

■
期
間　
8
月
30
日
（
日
）
ま
で

■
貸
出
数
・
期
間

1
人
い
ず
れ
か
1
冊
1
週
間
ま
で

※
予
約
可
能
、
延
長
不
可

バ
リ
ア
フ
リ
ー
映
画
上
映（
無
料
）

「
西
の
魔
女
が
死
ん
だ
」

　
目
が
み
え
に
く
い
方
や
、
耳
が

き
こ
え
に
く
い
方
に
も
楽
し
ん
で

い
た
だ
け
る
上
映
会
で
す
。

■
日
時
7
月
19
日
（
日
）

　
10
時
30
分
～
12
時
30
分

■
場
所　
図
書
館
会
議
室

■
定
員　
40
名
程
度（
申
込
不
要
）

休
み
子
ど
も
企
画
（
参
加
無
料
）

『
1
0
0
人
す
ご
ろ
く
！
』

　
問
題
を
ク
リ
ア
し
て
ゴ
ー
ル
ま

で
た
ど
り
着
こ
う
！�

■
実
施
期
間　
7
月
18
日
（
土
）

　
～
8
月
30
日
（
日
）

■
参
加
方
法　
窓
口
で
受
付

※
問
題
は
小
学
生
対
象
で
す
が
、

　
年
齢
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

図
書
館
を
使
っ
た
調
べ
る		

学
習
コ
ン
ク
ー
ル
に
参
加
し
よ
う

■ 

対
象　
小
・
中
学
生

■
説
明
会����

7
月
20
日（
月・祝
）

　
13
時
30
分
～
14
時
30
分

　
図
書
館
会
議
室

■ 

相
談
会��

7
月
22
・
29
日
、
8　

月
5
・
12
・
19
日
（
毎
回　
水

曜
）　
11
時
～
12
時
30
分

　
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

朗
読
の
つ
ど
い
（
無
料
）

　
7
月
は
、
君
か
げ
二
人
会
と
こ

ぶ
し
の
会
の
皆
さ
ん
の
出
演
。

■
日
時　
7
月
18
日�（
土
）

　
　
　
　
14
時
～
15
時

■
場
所　
図
書
館
会
議
室

工
作
遊
び
（
参
加
無
料
）		

　
手
作
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー

■
日
時　
（
希
望
日
を
選
択
）

　
①
7
月
26
日
（
日
）

　
②
8
月
15
日
（
土
）

　
い
ず
れ
も
14
時
～
15
時

■
場
所　
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

■
対
象　
小
学
生
以
下

※
3
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

■
定
員　
各
20
名

■
申
込　
窓
口
（
電
話
受
付
可
）

7
月
展
示	

	
	

高
等
遊
民
と
は
誰
の
こ
と
か
し
ら

　
高
等
教
育
を
受
け
な
が
ら
就
職

せ
ず
、
趣
味
的
生
活
を
送
っ
て
い

る
高
等
遊
民
と
は
ど
ん
な
人
か

探
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
期
間　
7
月
30
日
（
木
）
ま
で

夕
涼
み
お
は
な
し
会
（
無
料
）

　
ひ
ぐ
ら
し
の
鳴
く
頃
、
薄
暗
い

図
書
館
で
落
語
の
怪
談
、民
話
、ブ

ラ
ッ
ク
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
等
で
涼

ん
で
み
て
は
い
か
が
で
す
か
？

■
日
時　
8
月
9
日
（
日
）

　
17
時
～
18
時

■
場
所　
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

■
対
象　
小
学
生
以
下
及
び
家
族

■
定
員　
20
名
（
保
護
者
含
む
）

※
1
日
受
付
開
始
（
電
話
不
可
）

阿
刀
田
高　
出
張
ト
ー
ク		

　
「
読
書
保
険
の
勧
め
」

　
作
家
で
県
立
図
書
館
館
長
の
阿

刀
田
高
氏
が
、読
書
が
与
え
る「
人

生
の
保
障
」
に
つ
い
て
講
演
。

■
日
時　
7
月
12
日
（
日
）

　
13
時
30
分
～
15
時

■
場
所　
図
書
館
会
議
室

■
定
員　
50
名
程
度

※
申
込
不
要
・
無
料

放
送
大
学
公
開
講
座	

「
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
歩
き
方
」

■
日
時　
7
月
11
日
（
土
）

　
15
時
30
分
～
17
時

■
場
所　
図
書
館
会
議
室

■
定
員　
35
人
程
度

■
講
師　
鈴
木�

智
博
氏

■
参
加
無
料
・
申
込
不
要
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子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

	
問
合
せ
☎
2
3
―
7
6
7
6

夏
休
み
時
間
の
お
知
ら
せ

　
7
月
22
日
（
水
）
か
ら
8
月
21

日
（
金
）
の
平
日
は
、
園
児
の
ご

利
用
は
14
時
か
ら
と
な
り
ま
す
。

※�

0
～
3
歳
児
も
、
幼
稚
園
・
保

育
園
の
園
児
の
兄
弟
・
姉
妹
と　

一
緒
の
場
合
は
14
時
か
ら
の
ご　

利
用
と
な
り
ま
す
。

韮
崎
市
子
育
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア	

ケ
ロ
ケ
ロ
隊
ま
つ
り（
予
約
不
要
）

　
遊
び
の
コ
ー
ナ
ー
や
シ
ア
タ
ー

を
み
ん
な
で
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

■
日
時　
7
月
16
日
（
木
）

　
10
時
30
分
～
11
時
30
分

食
育
講
座

　
旬
の
食
材
を
使
っ
て
食
事
の
バ

ラ
ン
ス
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時　
7
月
7
日
（
火
）

　
10
時
～
11
時
30
分

■
場
所　
ニ
コ
リ
1
階
調
理
室

■
講
師　
栄
養
士　
白
倉
有
紀
氏

■
持
ち
物　
エ
プ
ロ
ン・三
角
巾・

　
ハ
ン
カ
チ
・
筆
記
用
具

■
託
児
料　
一
人
5
0
0
円

　
（
二
人
目
か
ら
3
0
0
円
）

※�

託
児
希
望
の
方
は
9
時
50
分
ま　

で
に
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

■
定
員　
10
組
（
要
電
話
予
約
）

韮
高
生
と
遊
ぼ
う
！

　
韮
崎
高
校
の
お
兄
さ
ん
お
姉
さ

ん
と
季
節
の
遊
び
や
シ
ア
タ
ー
で

楽
し
も
う
。

■
日
時　
7
月
17
日
（
金
）

　
9
時
50
分
～
10
時
30
分

■
定
員　
20
組
（
要
予
約
）

ひ
ま
わ
り
会	

	
	

　
天
然
酵
母
パ
ン
教
室

　
楽
し
く
安
全
な
食
を
考
え
る
お

母
さ
ん
サ
ー
ク
ル
・
ひ
ま
わ
り
会

の
教
室
。
玄
米
ご
は
ん
パ
ン
・
和

風
ピ
ザ
・
ア
ン
パ
ン
を
作
り
ま
す
。

■
日
時　
7
月
6
日
（
月
）

　
10
時
～
12
時
30
分

■
場
所　
ニ
コ
リ
1
階
調
理
室

■
材
料
代　
9
0
0
円

■
託
児
料　
一
人
7
0
0
円

　
（
二
人
目
か
ら
3
0
0
円
）

■ 

持
ち
物　
エ
プ
ロ
ン
、
生
地
を　

持
ち
帰
る
容
器
、
保
育
希
望
の　

方
は
お
む
つ
、
着
替
え
等

■
定
員　
10
組
（
要
電
話
予
約
）

に
ら
★
ぐ
る
み
ん	

	

　
　
＆
い
た
ず
ラ
ビ
ッ
ト		

　
韮
崎
消
防
署
見
学
会

■
日
時　
7
月
9
日
（
木
）�

　

�

10
時
30
分
～
11
時
30
分

■
集
合　
韮
崎
消
防
署
駐
車
場

■
定
員　
15
組
（
要
申
込
）

m
a
‒
m
a
‒
m
a
d
e		

羊
毛
フ
ェ
ル
ト
で	

	

イ
ニ
シ
ャ
ル
ボ
ー
ド
を
作
ろ
う

　
フ
ァ
ブ
リ
ッ
ク
ボ
ー
ド
へ
羊
毛

を
チ
ク
チ
ク
し
て
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ

ト
の
モ
チ
ー
フ
を
作
り
ま
す
。

■
日
時　
7
月
8
日
（
水
）

　
10
時
30
分
～
11
時
30
分

■
場
所　
ニ
コ
リ
1
階
和
室

■ 

定
員　
8
組
（
要
電
話
予
約
）

■
参
加
費　
千
円
（
託
児
含
）

■
講
師　
草
野
景
子
氏　

■ 

申
込
時
に
制
作
し
た
い
一
字
を��

伝
え
て
下
さ
い
。（
変
更
不
可
）

中
央
公
民
館

	

問
合
せ
☎
2
0
―
1
1
1
5

ふ
る
さ
と
歴
史
再
発
見
ウ
ォ
ー
ク

名
勝
地
「
七
里
岩
」
と
祖
母
石

を
巡
る
ウ
ォ
ー
ク（
参
加
無
料
）

　
国
登
録
文
化
財
と
な
っ
た
七
里

岩
の
魅
力
に
触
れ
な
が
ら
、
釜
無

川
の
水
と
共
生
し
て
き
た
甲
州
街

道
沿
い
の
祖
母
石
集
落
を
め
ぐ
る

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
す
。

■
日
時　
7
月
25
日
（
土
）

　
　
　
　
9
時
～
12
時

■
集
合
場
所　
祖
母
石
公
民
館

■
見
学
場
所　
旧
甲
州
街
道
・
七　

里
岩
（
屏
風
岩
地
点
）・姥
石　
な

ど
を
見
学

■
定
員　
40
名

■
申
込
期
間

　
7
月
7
日
（
火
）
～
23
日
（
木
）

※
平
日
の
9
時
～
17
時

■
申
込
先　
中
央
公
民
館

今、私にできるエコ生活！
　市では、環境教育の一環で、毎年小学校 5年生を
対象に、夏休み期間を利用して「キッズＩＳＯプロ
グラム」を実施しています。
　これは、児童が家族のリーダーとして環境やエコ
について考え、電気・ガス・水道の節約やゴミの減
量化などにチャレンジするものです。
　韮崎小学校 6年の小尾怜子さんに、昨年チャレン
ジした時の感想を伺いました。

Ｑ . どんなことを心がけて取り組みましたか？
　お母さんのお手伝いでお皿洗いなどをするときに、水をこまめに止め
たりしながら、節水に努めました。また使わない部屋の電気は必ず切るよ
うよびかけるなど、家族みんなでエコ生活に取り組みました。

Ｑ . チャレンジして意識の変化はありましたか？
　資源は限りがあるので、大切に使うよう今でも心がけています。特に水
については、普段から無駄にしないよう意識して節水を心がけていると
ともに、水道水がどうやってできているかも興味もわいてきました。チャ
レンジしてとても良かったです。

油断しないで
熱中症 !!

　今年も例年同様猛暑にな
ることが予想されます。熱中
症を正しく理解し、早めの対
策、予防に努めましょう !!

■予防するには
・こまめな水分補給
・�扇風機、エアコンなどを活　
用した室温調節
・�日傘、帽子、通気性の良い　
衣服の着用。
・�炎天下での長時間の活動を　
避ける。

■問い合わせ
　保健課健康増進担当
　☎ 23-4310
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く
ら
し
の

情
報

infor
mation

平
成
28
年
韮
崎
市
成
人
式
の	

企
画・演
出
す
る
新
成
人
を
募
集

　
20
歳
の
思
い
出
を
自
分
た
ち
の

手
で
作
り
上
げ
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
応
募
資
格

　
平
成
28
年
成
人
式
に
出
席
予
定

（
平
成
7
年
4
月
2
日
～
平
成
8

年
4
月
1
日
生
）
の
者
で
平
日
19

時
よ
り
市
役
所
で
実
施
す
る
実
行

委
員
会
に
参
加
で
き
る
方

■
募
集
定
員　
10
名
程
度

■ 

応
募
方
法�

住
所
・
氏
名
・
生
年

月
日
・
電
話
番
号
（
携
帯
可
）・

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
記
入
し
、

郵
便
・
F
A
X
・
メ
ー
ル
又
は

直
接
窓
口
の
い
ず
れ
か
で
申
し

込
み

■
応
募
期
限　
7
月
31
日
（
金
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
教
育
課
生
涯
学
習
担
当

�

（
内
線
2
6
8
）

�

FAX

2
2
‒
8
4
7
9

　

kyoiku@
city.nirasaki.lg.jp

御
勅
使
サ
ッ
カ
ー
場
無
料
開
放

　
利
用
予
約
が
さ
れ
て
い
る
日
を

除
い
て
施
設
を
無
料
開
放
し
ま
す
。

利
用
状
況
は
サ
ッ
カ
ー
場
の
日
程

表
及
び「
や
ま
な
し
予
約
申
請
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
」で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
利
用
上
の
注
意

・�

団
体
で
専
有
し
て
利
用
す
る
場

合
は
予
約
を
す
る
こ
と（
有
料
）

・�

他
の
利
用
者
の
迷
惑
と
な
る
行　

為
は
し
な
い

・�

ペ
ッ
ト
は
入
れ
な
い

・�

ス
パ
イ
ク
は
履
か
な
い

・�
火
気
の
使
用
は
厳
禁

・�
自
転
車
等
は
乗
り
入
れ
な
い

・�

ゴ
ミ
は
持
ち
帰
る

■
問
い
合
わ
せ

　
教
育
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
担
当

�

☎
2
2
‒
0
4
9
8

「
河
川
愛
護
デ
ー
」で
水
防
意
識

を
高
め
ま
し
ょ
う
！

　
市
で
は
、
昭
和
34
年
の
台
風
災

害
を
教
訓
に
、
各
地
域
で
の
河
川

愛
護
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。　

今
年
も
、
7
月
5
日
（
日
）
を
中

心
と
し
た
休
日
を
河
川
愛
護
デ
ー

の
実
施
日
と
定
め
、
台
風
等
に
よ

る
水
害
の
防
止
と
河
川
へ
の
愛
着

を
高
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
自
治

会
ご
と
に
河
川
・
水
路
等
の
除
草
、

清
掃
、
土
の
う
づ
く
り
等
の
作
業

を
行
い
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
積
極
的
な
参
加
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
機
会
に
『
土
砂
災

害
（
洪
水
）
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
』

を
ご
覧
い
た
だ
き
、
土
石
流
や
が

け
崩
れ
等
発
災
の
恐
れ
の
あ
る
場

所
・
避
難
場
所
・
避
難
経
路
の
確

認
を
し
ま
し
ょ
う
。

※�『
土
砂
災
害
（
洪
水
）
ハ
ザ
ー　

ド
マ
ッ
プ
』
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ　

ジ
で
閲
覧
で
き
、
建
設
課
窓
口　

で
も
配
布
し
て
お
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
建
設
課
管
理
担
当

　
　
　
（
内
線
2
4
6
・
2
4
7
）

あ
な
た
の
土
地
、
き
ち
ん
と
管

理
し
て
い
ま
す
か
？

　
毎
年
、
こ
の
時
期
に
な
る
と
雑

草
等
が
繁
茂
し
、
荒
れ
て
し
ま
っ

て
い
る
土
地
（
空
地
等
）
を
見
か

け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
土
地
は
、
近
隣
者

へ
の
迷
惑
に
な
る
こ
と
は
も
と
よ

り
、
害
虫
の
発
生
原
因
に
な
る
他
、

ご
み
の
不
法
投
棄
の
原
因
に
も
な

り
ま
す
。
適
正
な
土
地
の
管
理
を

行
い
、
住
み
良
い
ま
ち
づ
く
り
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ

　
環
境
課
環
境
政
策
担
当

　
　
　
（
内
線
1
3
1
・
1
3
2
）

市
総
務
課
よ
り
お
知
ら
せ

①
防
災
士
取
得
助
成
金
の
ご
案
内

　
市
で
は
自
主
防
災
活
動
の
活
性

化
の
た
め
、
日
本
防
災
士
機
構
が

実
施
す
る
防
災
士
資
格
取
得
研
修

を
受
講
す
る
方
に
対
し
、
受
講
費

用
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

　

助
成
の
対
象
と
な
る
経
費
は
、

研
修
受
講
料
、
資
格
取
得
試
験
受

験
料
、
認
定
登
録
料
で
3
万
円
を

上
限
と
し
て
い
ま
す
。（
※
交
通

費
、
宿
泊
費
等
は
自
己
負
担
）

受
講
に
関
心
の
あ
る
方
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

② 

防
災
行
政
無
線
の
戸
別
受
信

機
を
無
償
で
貸
与

　
災
害
時
や
緊
急
時
の
放
送
及
び

日
常
の
行
政
連
絡
手
段
と
し
て
、

屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
や
屋
内
戸
別
受

信
機
を
利
用
し
、
住
民
の
皆
さ
ん

に
お
知
ら
せ
を
し
て
い
ま
す
。

　
屋
外
放
送
は
聞
き
取
り
に
く
い

場
合
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
屋
内
用

戸
別
受
信
機
を
無
償
で
貸
し
出
し

ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
場
合
は
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
総
務
課
防
災
交
通
担
当

　
　
　
（
内
線
3
3
9
・
3
9
9
）

東
日
本
大
震
災
義
援
金
を
受
付

■
義
援
金
受
付
場
所　
福
祉
課

※�

義
援
金
は
確
定
申
告
の
対
象
と　

な
り
、
希
望
者
に
は
義
援
金
採　

納
証
明
書
を
発
行
し
ま
す
。

☆
義
援
金
総
額（
5
月
15
日
現
在
）

　
1
3
，
0
2
6
，
4
5
5
円

■
問
い
合
わ
せ

　
福
祉
課
社
会
福
祉
担
当

　
　
　
（
内
線
1
8
0
・
1
8
1
）

エアコンを消して、涼しいところに集まろう！
　クールシェアとは、省エネ対策の一つで、夏の暑い時期にエアコンの使
用を控え、涼しい場所にみんなで集まって過ごすという取り組みです。
　家族で一つの部屋に集まったり、公共施設に出かけたり、自然が多い場
所で涼んだりすることで、節電になり地球温暖化防止にもつながります。
●まち　市役所やニコリ、図書館・美術館などの公共施設でクールシェア
●自然　穂坂自然公園や甘利山など自然の中でクールシェア
●家庭　一つの部屋に集まり家族団らん、これもクールシェア
■問い合わせ　環境課環境政策担当（内線 131・132）

18

2015.7



や
ま
な
し
農
村
風
景	

	
　
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集

　
山
梨
の
美
し
い
農
村
景
観
、
丹

精
込
め
て
作
っ
た
農
産
物
、
田
植

え
や
収
穫
等
の
農
作
業
、
活
気
あ

る
農
村
生
活
や
伝
統
の
お
祭
り
な

ど
の
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
締
切　
8
月
31
日
（
月
）

■
作
品
の
規
定

　
平
成
24
年
9
月
1
日
以
降
に
県

内
で
撮
影
し
た
、
四
つ
切
り
ま
た

は
ワ
イ
ド
四
つ
切
り
で
合
成
処
理

の
加
工
を
し
て
い
な
い
作
品
。

■
応
募
・
問
い
合
わ
せ

　
県
農
政
部
耕
地
課

☎
0
5
5
‒
2
2
3
‒
1
6
2
7

平
和
を
仕
事
に
し
ま
せ
か
？	

　
平
成
 27
年
度
自
衛
官
募
集

　���

自
衛
隊
山
梨
地
方
協
力
本
部
で

は
、
平
成
27
年
度
自
衛
官
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
自
衛
隊
は
国
の
防

衛
、
災
害
派
遣
、
国
際
平
和
協
力

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
社
会
に

貢
献
で
き
る
仕
事
で
す
。

　
ま
た
、
自
衛
隊
に
は
隊
員
が
任

務
に
誇
り
を
持
ち
安
心
し
て
勤
務

で
き
る
よ
う
各
種
福
利
厚
生
や
手

当
が
完
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
自
衛
官
に
な
る
に
は
様
々
な
コ

ー
ス
が
あ
り
、
自
分
の
適
性
や
希

望
に
よ
り
最
適
な
コ
ー
ス
を
選
択

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ぜ
ひ
あ
な
た
の
力
を
平
和
に
役

立
て
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
13
時
30
分
か
ら
16
時

■
場
所　
県
流
通
セ
ン
タ
ー
会
館

■
定
員　
30
名
（
個
別
相
談
有
）

■ 

対
象　
概
ね
55
歳
以
上
で
お
勤　

め
の
方
又
は
求
職
中
の
方

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会

☎
0
5
5
‒
2
3
7
‒
3
2
1
5

司
法
書
士
に
よ
る	

	

　
養
育
費
に
関
す
る
電
話
相
談
会

■
日
時　
8
月
2
日
（
日
）

　
　
　
　
10
時
～
16
時

■
専
用
電
話
番
号

　
0
1
2
0
‒
5
6
7
‒
3
0
1

※
相
談
無
料
・
秘
密
厳
守

■
問
い
合
わ
せ

　
山
梨
県
青
年
司
法
書
士
協
議
会

☎
0
5
5
‒
2
5
3
‒
6
9
0
0

「
き
こ
え
」
と
「
こ
と
ば
」
の	

	

相
談
会
の
お
知
ら
せ

　
お
子
さ
ま
の「
き
こ
え
」と「
こ

と
ば
」
に
不
安
の
あ
る
方
の
た
め

の
相
談
会
で
す
。（
要
予
約
）

■
日
時　
7
月
12
日
（
日
）
～

　
14
日
（
火
）　
9
時
～
17
時

■
場
所　
県
立
ろ
う
学
校

■
申
込　
電
話
又
は
F
A
X

■
申
込
期
限　
7
月
8
日
（
水
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
県
立
ろ
う
学
校　
き
こ
え
と
こ　

と
ば
の
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
0
5
5
3
‒
2
2
‒
1
3
7
8

FAX

0
5
5
3
‒
2
2
‒
6
4
1
9

無
料
表
示
登
記
相
談

　
土
地
家
屋
調
査
士
が
土
地
の
境

界
に
つ
い
て
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■
日
時　
7
月
25
日
（
土
）

　
　
　
　
10
時
～
15
時

■
場
所　
北
杜
市
須
玉
総
合
支
所

■
主
催　
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

■
問
い
合
わ
せ

�　
（
公
社
）山
梨
県
公
共
嘱
託
登
記

　
　
土
地
家
屋
調
査
士
協
会

☎
0
5
5
‒
2
2
8
‒
1
3
1
1

生
涯
設
計
セ
ミ
ナ
ー（
参
加
無
料
）　

定
年
後
の
生
活
と
年
金
に
つ
い
て

考
え
る
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

■
日
時　
7
月
22
日
（
水
）

■申し込み・問い合わせ
　自衛隊山梨地方協力本部
　南アルプス募集センター
���☎055-283-5150

貴
重
な
浄
財
を	

	

ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た

　
葬
儀
場
な
ど
を
運
営
す
る
㈱
出

雲
様
で
は
、
葬
儀
の
際
の
返
礼
用

の
手
提
げ
袋
の
回
収
を
行
い
、
そ

れ
を
再
利
用
す
る
こ
と
で
環
境
に

配
慮
し
た
活
動
と
経
費
節
減
に
取

り
組
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。
こ
の
活

動
を
通
し
て
削
減
さ
れ
た
貴
重
な

浄
財
を
、
本
市
の
福
祉
活
動
に
活

用
し
て
欲
し
い
と
の
願
い
か
ら
ご

寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

お昼のチャイムが
“たなばたさま”のメロディに！
　「ささの葉�さらさら�のきばに�ゆれる・・・」で
始まる、童謡の「たなばたさま」。この歌の作詞を
した方が穴山町の出身者であることをご存じです
か。作詞者の権藤はなよは、現在の穴山町伊藤窪
に生まれ、母校穴山尋常小学校で教鞭をとった後、
野口雨情らに師事し、童謡詩人として数多くの作
品を世に残しました。
　市ではこのたび市民の皆さんに権藤はなよの足
跡に触れていただくきっかけとなるよう、7月 1

日～ 15 日の間、お昼の防災
無線のチャイムで「たなばた
さま」のメロディを流します。
地元穴山町では、地域内の穴
山さくら公園ほか、公民館な
ど全 9箇所に、権藤はなよの
童謡を刻んだ詩碑が建立され
ていますので、ぜひ足を運ん
でみてください。

★
7
月
は
「
A
E
D
の
日
」。
い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
、
操
作
方
法
を
知
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
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百花繚乱
武
田
陣
没
将
士
供
養
会
・
花
火
大
会

●発行：韮崎市　〒407-8501　山梨県韮崎市水神一丁目 3-1　●編集：企画財政課企画推進担当　●毎月 1日発行
●問い合わせ：　　0551-22-1111　　0551-22-8479　●URL：http://www.city.nirasaki.lg.jp/

第
50
回  

夏
の
武
田
の
里
ま
つ
り

特別プログラム

信義公以来、累代陣没将士の精霊を慰める供養会が厳かに行われ
たのち、本市オリジナルの大型仕掛け花火や、音楽と連動した
ミュージカルスターマインを中心に、百花繚乱の華麗な花火が夏
の夜空を彩ります。
今年は、まつり開催50回を記念して時間・規模を拡大して実施し
ますので、どうぞご期待ください。

〈雨天翌日〉
釡無川河川公園

＊採火式 18：00～
＊盆踊り大会 18：00～
＊提灯行列 18：15～ ※19：15 ごろ大松明点火

＊武田の里供養会 19：00～
＊灯籠流し 19：30～
＊花火大会 20：00～21：00

8月16日（日）

スケジュール

①メッセージ花火
　50回目の記念すべき花火大会に、大切な人への
　感謝のメッセージやあなた自身の夢や希望を
　花火に乗せて打ち上げてみませんか？
●協賛金10,000円～（花火の内容による）
●締切り7月31日（金）

②灯籠流し参加者（先着20名程度）
●当日、会場にて受け付けます。※参加賞あり

③盆踊り大会参加者（参加自由）
●当日の踊りの輪に飛び入りでご参加ください。

お問い合わせ：武田の里まつり実行委員会（0551-22-1991） http://www.nirasaki-kankou.jp/

募　　集

◆お車でお越しの方は、会場周辺駐車場が大変混雑しま
すので、中央公園・市営運動場からの無料送迎バスを
ご利用ください。

●運行時間 17：30～22：30（約 15 分間隔）
 ※交通事情により遅れる場合もあります。
●発着場所 韮崎市役所（会場まで徒歩約 5 分）
◆会場内のゴミのお持ち帰りにご協力ください。

●国民健康保険より
6 月に韮崎市国民健康保険で支払った額（保険者負担額）は、160,892,150 円

（前年同月比 3.81% 増）で、1 人あたりの保険者負担額は、20,407 円（前年同月
比 6.51% 増）でした。引き続き健康に気をつけ医療費の節約にご協力ください。

●市の人口　6 月 1 日現在 （前月比）
　　男　：15，210 人 ( うち外国人 181 人） － 7 人
　　女　：15，420 人 ( うち外国人 264 人） － 16 人
　　計　：30，630 人 ( うち外国人 445 人 ) － 23 人
　世帯数：12，455 世帯 　－ 6 世帯


